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平成２７年９月７日（月曜日）第３回定例会 
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   議事日程第３号       第３回定例会 

   平成２７年９月７日（月）  午前９時３０分開議 

 

   再  開 

日程第 １ 一般質問 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第３号に同じ 

 

 

 

   再    開     午前９時３０分 

 

○國井輝明議長 おはようございます。 

  ただいまから本会議を再開いたします。 

  本日の欠席通告議員はありません。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、議事日程第３号によって進め

てまいります。 

 

一 般 質 問 

 

○國井輝明議長 日程第１、引き続き一般質問を

行います。 

  通告順に質問を許します。 

 

 

 一般質問通告書 

 平成２７年９月７日（月）                        （第３回定例会） 

番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

１１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦後70年を契機に

本市の平和事業を

さらに発展させる

ことについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）平和都市宣言都市にふさわしい平

和事業のこれまでの取り組みと今後

の展望について 

（２）寒河江市内に生存する戦争体験者

の証言を聞き取り記録保存すること

について 

（３）市内に残されているさきの戦争の

各種資料を収集・保存することにつ

いて 

（４）原爆の惨禍を学習してもらうため

に広島・長崎への市内小中学生の代

表派遣について 

６番 

遠 藤 智与子 

市 長 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 - 77 -

番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

１２ 

 

 

 

 

 

 

１３ 

住宅リフォーム助

成制度（住宅建築

推進事業補助金制

度）の本年度の実

施状況を踏まえて

の幾つかの課題に

ついて 

高齢者支援につい

て 

（１）本年度の実施状況について 

（２）予算の増額について 

（３）急がれる店舗リフォームへの助成

制度について 

 

 

 

 運転免許自主返納高齢者へのサポート

事業について 

市 長 

 

 

 

 

 

 

市 長 

１４ 

 

 

１５ 

聴覚障がいに関す

る助成について 

 

18歳選挙権につい

て 

（１）難聴児の補聴器の助成金制度につ

いて 

（２）デジタル教科書の導入について 

（１）主権者教育を学校で行うのか 

（２）主権者教育をするとすれば、誰が

行うのか 

（３）教育の時期について 

２番 

古 沢 清 志 

市 長 

教 育 長 

 

教 育 長 

１６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１７ 

戦後70年の節目に

あたる今年度の平

和行政推進につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋外競技スポーツ

のさらなる振興と

生涯健康長寿社会

の充実について 

（１）非核三原則の遵守、不戦の誓いを

新たにし、市民の平和な暮らしを守

るための「ピースアクションさがえ

（仮称）」について 

 ア 「平和都市宣言」当時からこれま

での平和行政の取り組みについて 

 イ 防空壕や戦時中の貴重な資料など

歴史的文化遺産等の保存について 

 ウ 戦争体験者から語り継がれる史実

の記録・保存について 

 エ 小中学生に対する「昭和の歴史」

教育と平和教育のさらなる推進に向

けて 

（１）寒河江公園（長岡山）の都市計画

マスタープラン見直しについて 

 ア 地域ワークショップ・座談会・パ

ブリックコメント等による意見集約

状況と公共事業整備優先順位基準

（いわゆる「４つの判断基準」）に

ついて 

４番 

渡 邉 賢 一 

市 長 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

教 育 長 
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番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

 イ 寒河江公園再整備計画における市

陸上競技、市野球場の改修リニュー

アルとクロスカントリーコースの新

設整備等について 

 ウ 太陽光や小水力発電などによるス

ポーツ施設夜間照明のさらなる拡大

について 

（２）市民のいきいき健康づくりと生涯

スポーツの普及について 

 ア 「市民歩け歩け運動」「市民ラジ

オ体操」の復活と「市民歌のびのび

体操」普及等シニア向け介護予防と

心身の健康づくりについて 

 イ 「寝たきりゼロ」のため、介護現

場における専門トレーナーによる軽

体操普及や音楽療法の導入について 

 ウ 生涯スポーツ振興のための予算確

保と人的体制強化について 

１８ 

 

１９ 

 

２０ 

 

 

 

２１ 

共通番号制度につ

いて 

乳幼児の虫歯予防

について 

スポーツ少年団、

部活動について 

 

 

学校教育について 

 共通番号制度の懸念される問題と課題

について 

 フッ素塗布の現況と課題について 

 

（１）コーチ、監督等の指導者の資格要

件について 

（２）スポーツ少年団の指導監督の所在

と相談窓口について 

 偏見と思われるが、一部マスコミやブ

ログ等で時折報じられる「日教組の偏っ

た教育」の有無について 

15番 

内 藤   明 

市 長 

 

市 長 

 

教 育 長 

 

 

 

教 育 長 

２２ 新第５次振興計画

の評価（見込み）

と（仮）第６次振

興計画策定の取り

組みについて 

（１）新第５次振興計画の各章における

平成27年度（最終年度）までの目標

をどのように評価（見込み）してい

るのか 

（２）（仮）第６次振興計画策定の方策

について計画の構成、重点プロジェ

クト及び計画策定の組織等、さらに

８番 

石 山   忠 

市 長 
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番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

将来都市像について、どのように考

えているのか 

（３）目標の達成度を受けて、（仮）第

６次振興計画への反映をどのように

考えているのか 

 

 

遠藤智与子議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号11番から13番までにつ

いて、６番遠藤智与子議員。 

○遠藤智与子議員 おはようございます。 

  夏の猛暑が一転して雨空の続く昨今ですが、

この雨が農作物に悪い影響を及ぼさないことを

願っております。 

  それでは、質問に入ります。 

  私は、日本共産党と通告してある質問内容に

関心を寄せている市民を代表して、以下佐藤市

長並びに教育長に質問いたします。誠意ある答

弁をどうぞよろしくお願いいたします。 

  まず初めに、通告番号11番、戦後70年を契機

に本市の平和事業をさらに発展させることにつ

いて質問いたします。 

  今、安倍政権の安保法制関連法案の11法案、

通称戦争法案を廃案に追い込もうとする国民の

あらゆる階層、あらゆる世代が声を上げ、連日

のように抗議集会や行動が行われております。

去る８月30日は東京だけで12万人、全国合わせ

て100万人近い大抗議行動が行われました。こ

れは、60年安保を上回る行動だとマスコミでも

大きく取り上げられました。私たちの住む寒河

江でも、９月１日には約200人の戦争法反対の

パレードと抗議集会が開催されました。 

  これだけの国民が反対しているのは、この法

案が戦後70年の間、一人の戦死者も出さない平

和国家としての日本のあり方を大きく変えよう

としていることを敏感に感じ取っているからだ

と考えます。今このとき、寒河江市の平和都市

宣言の持つ重さを自覚して、広く市民に知らし

めることが大きな意味を持つと考えます。 

  私は、昨年、６月議会、９月議会と平和事業

について質問してきた経緯がありますが、その

後どのような施策を行ってきたのか、まず伺い

たいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 おはようございます。 

  遠藤議員から、戦後70年を契機に本市の平和

事業をさらに進展していくためにということで

御質問をいただきましたが、御案内のとおりこ

としは戦後70年とこういう大きな節目の年であ

ります。マスコミのみならず、さまざまなとこ

ろでこれまでの70年の歩みを検証しつつ、国民

に対して平和のとうとさを伝えるさまざまな取

り組みがなされているわけであります。 

  寒河江市におきましてもこれまで戦没者追悼

式、戦争と平和パネル展などの取り組みを行っ

てきたわけでありますけれども、ことしは戦後

70年ということで、新たな取り組みもさせてい

ただいて、充実をしたところでございます。 

  具体的には、遠藤議員も参加していただきま

したが、市主催の戦没者追悼式において市内の

1,394名に上る戦没者名簿の奉呈、さらには特

攻隊員として命を落とされた青年の戦地から母

親に宛てた最後の手紙をスライド上映とあわせ

て参加者の皆さんに紹介をさせていただきまし

た。それから、平和都市宣言のお話もありまし

たけれども、宣言文全文を式次第に掲載して、

朗読をしていただいたということでございます。 
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  図書館におきましても、これまでも戦争と平

和パネル展というものを実施させていただきま

したが、ことしはさらに戦争の体験談を聞くつ

どいというものを開催させていただいて、お二

人の方から戦時中の体験談などを語っていただ

いたところであります。若い方やお子様連れの

方々も参加をしていただいて、大変評価をいた

だいたというふうに認識しております。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 ありがとうございます。 

  私もこのたび初めて厚生文教常任委員長とい

うことで戦没者追悼式に参加させていただきま

して、そのときの1,394名の名簿の奉呈、そし

て平和都市宣言全文を式次第に書いていただい

たこと、それから戦没者の特攻隊員がお母さん

に宛てた手紙など、これまでにない意欲的な取

り組みに大変うれしく感じたところでありまし

た。私は、この平和事業をさらに発展させたい

という思いで質問いたします。 

  平和都市宣言という表示がございますけれど

も、市庁舎の壁面に垂れ幕として掲示するとか、

より多くの市民の目に触れる場所への掲示を工

夫する必要があるのではないかなと考えており

ます。今のところではなかなか目に入りにくい

のではないかとこのように考えておりますが、

いかがでしょうか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 平和都市宣言の告知ということ

で御質問いただきましたが、御案内のとおり市

庁舎の正面にあります広告塔には平和都市宣言

を含む３つの宣言と、それから市の木、市の花

などを表示してＰＲに努めさせていただいてお

ります。それだけでなく、議員からは垂れ幕と

か壁面にということでありますが、今壁面に掲

示をしておるものについては、市独自のイベン

トでありますとか市民や市内の団体などが顕著

な表彰を受けたということで、臨時的に設置を

しているということであります。 

  そういう意味で、御提案の内容などについて

は今後検討していく必要があろうかというふう

に思いますが、宣言文については、現在市のホ

ームページに掲載をしているところであります。

さらに全文をということでありますが、それぞ

れ宣言文、平和都市宣言以外の宣言文について

もそれぞれ全文があるわけでありますので、そ

こら辺をどういうふうに表示していけるのかど

うかもあわせて検討していかなければならんと

いうふうに思っているところでございます。 

  市報などにも全文掲載をというような趣旨な

のかなというふうに思いますが、そういう点も

あわせてこれから市報の記事内容、ボリューム

などもあわせて検討して、判断をしていきたい

というふうに思います。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 今現在、市庁舎にかかってい

る垂れ幕は、いろいろな行事やイベントなどの

臨時的な周知の方法であるということでしたけ

れども、今現在３つの宣言、それからそのほか

の宣言ございますけれども、木や花とか魚とか

ありますけれども、そのポールに書かれている

文字がそれぞれによって大きいのがあったり、

小さいのがあったり、複数並べてあったりとい

うことでありますので、平和都市宣言全文を垂

れ幕にするということは言っておりません。そ

の宣言というものを平等な扱いで掲示する方法、

垂れ幕にできれば一番いいですけれども、スペ

ースもあると思いますので、その宣言というも

のを平等な扱いで掲示していく方法を考えてい

く必要があるのではないかなと思っております。 

  それで、平和都市宣言全文は、昨年の質問で

私は石碑にしてはどうかと言ったところ、市長

より、それは現実的ではないということを言わ

れましたので、私は追悼式に参加して式次第で

その平和都市宣言全文に触れまして、市報に毎

年８月、２回の市報がありますけれども、その

市報に全文は掲載していくということはしてい



 - 81 -

ってもいいのではないかと思います。全てに宣

言文があるということでございますが、平和都

市宣言の全文は大変短いものでありますし、格

調の高いものではありますが短い文になってお

ります。ですので、これは毎年８月になったと

き市報に掲載ということで、私はこのたびぐっ

と現実的な提案として、しているつもりである

んですけれども、その宣言都市というものの複

数の宣言ですね、これをやっぱりきちんと市民

みんなの目に入るようにということでは、今あ

る垂れ幕のほかに可能性を探っていくことがで

きるんでないかと思うんですけれども、もう一

度その辺お願いいたします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 寒河江市がこれまでにした都市

宣言については、５つの宣言があるわけです。

平和都市宣言、それから暴力のない明るい都市

宣言、暴走族追放都市宣言、寒河江市せせらぎ

宣言、そして去年のさがえっこすくすく宣言と

こういうことであります。去年、新たにすくす

く宣言というものが制定されましたので、その

周知ということですくすく宣言が少し大きくな

っているところであります。 

  そういう意味で、その他の４つの宣言につい

ては既に制定をしているわけでありますので、

そこは平等に取り扱ってというんですかね、表

示をしているつもりでありますが、遠藤議員御

提案の点なども十分、来年の８月のときにとい

うことでありますので、先ほど申しあげました

けれども、いろんな平和事業のＰＲ、告知など

の中でそういう宣言の内容などについても、市

民にお知らせすることができるかどうかをあわ

せて検討してまいりたいなというふうに考えて

おります。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 先ほど３つの宣言と言いまし

たが、５つの宣言ですね。どうも失礼いたしま

した。 

  その５つの宣言文を平等に載せるということ

は、まずはホームページに周知しているという

ことでありますけれども、この平和の問題、こ

れは格別に後世に伝えていく、そういう責任が、

責務があるというふうに、全ての宣言が大事で

すけれども、この平和のことは私たちの暮らし

の根底となるものでございます。それをいつも

いつでも私たちのイメージとして持っていられ

るような工夫、これはぜひ必要だというふうに

思いますので、市長がおっしゃいましたように

市報に掲載していく可能性、それからいろいろ

な平和事業を行っていく上での周知の方法を模

索していくということでございますので、ぜひ

それはお願いしたいなというふうに思います。 

  それで、もう一つ、昨年の質問のときに戦争

体験者の方の体験談を記録してまとめていくと

いうことを重ねて申しましたけれども、そのと

きに市長が市内に既にある体験談などをまとめ

ていくということも検討していくという、そう

いう答弁をいただいておりますが、それについ

てはどのように検討といいますか、先ほど御紹

介いただいた今年度の施策の中には入っていな

いかと思いますけれども、その点については今

後どのようにお考えなのかお聞きしたいと思い

ます。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 戦争体験者の方の証言を聞き取

って記録保存していくということでありますけ

れども、教育委員会のほうで取り組みを進めて

おりますので、教育長のほうから御答弁を申し

あげたいと思います。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 私のほうからお答えさせてい

ただきたいと思います。 

  戦争体験者の証言につきましては、先ほどお

話がございましたけれども、ことし８月に市立

図書館の平和関連事業として戦争の体験談を聞

くつどいというものを開催しております。その



 - 82 -

中で、戦争を体験した２人の市民の方から学徒

動員で体験した川崎大空襲の恐怖、あるいは戦

時中の食料事情などについて大変貴重なお話を

いただいたところでございます。当日、会場に

は子供連れの方、御家族の方初め40名ほど市民

の方が訪れておりましたけれども、体験談に熱

心に耳を傾けていたようでございまして、家庭

において、あるいは友達などと戦争について語

り合うきっかけになったのではないかなという

ふうに思っております。 

  こうした事業というのは、戦争を知る世代が

高齢化しておりまして、戦争体験の風化が危惧

される中でございます。そういう中で、生の戦

争体験を語り継ぐという意味で大事なことだと

いうふうに考えております。 

  高齢のために講演依頼を受けてくださる方が

なかなか見つからないという、そういう課題も

あるところでございますけれども、今後も機会

を捉えまして開催してまいりたいと考えており

ます。 

  なお、当日語られました体験談につきまして

は、記録として保存し、今後活用も検討してま

いりたいというふうに思っております。以上で

ございます。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 図書館の図書館まつりでした

か、図書館のその企画で戦争体験者の話を聞く

会が催され、これは新聞にも報道されたと記憶

しておりますけれども、やはり大変こういう企

画、毎年でも行っていいものだというふうに思

います。その２人の方の語られたことを保存し

ていく、記録して保存していくということでご

ざいましたけれども、それだけでなくて、もっ

と寒河江市内に現存している、本当ですと聞き

取りをして、今生きておられる方の、生存され

ている戦争体験者の方を訪問して、聞き取りを

して保存するということが一番望まれることだ

と思いますけれども、それ以前としましても現

在残されている証言をまとめていかれるという

ことは、どのようにお考えなのでしょうか。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 先ほど申しあげましたけれど

も、体験談ということで集いを開催させていた

だきましたけれども、そのときの話を記録して

いくということですけれども、まとめについて

は今後こういう事業を機会を得て開催してまい

りたいと考えておりますが、その中でどういう

ふうにまとめていくか検討をしていきたいとい

うふうに考えております。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 わかりました。 

  先ほど教育長もおっしゃったように、人間が

人間を傷つけ殺し合う戦争の悲惨さ、むごさ、

残酷さを後の世代に語り継いで風化を防ぐ責任

が、今生きている私たちにその責務があると思

いますので、ましてや戦争を体験した世代が80

代、90代と年ごとにお年を重ねられて、記憶も

失われつつあることを踏まえて、これはかなり

の緊急性のあることだというふうに思います。

ですので、今おっしゃった内容をさらに深めて

いかれて、寒河江市の後世の若者に、子供たち

にこの体験談が積み重なって記録として残して

いけるように、ぜひ御尽力をお願いしたいとい

うふうに思います。 

  そして、次ですけれども、今現在市内に残さ

れています、さきの戦争の資料や史跡、これは

かなり膨大なものがあると思われますけれども、

現在市が把握している資料はどの程度あるので

しょうか。お聞きしたいと思います。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 戦争の資料をどの程度把握と

いうことでございますが、教育委員会では長年

にわたって寒河江市史の編さん事業というもの

を取り組んでまいりました。その一環として歴

史資料の収集、記録を図ってきたところでござ

います。 
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  平成19年には、明治維新から太平洋戦争の終

結までを記述した「市史近代編」を発刊してお

ります。太平洋戦争に関しても多くのページを

割いております。その中で、戦時下の寒河江の

様子や徴兵の実態、戦地からの兵士の便り、戦

時下の教育などについて詳しく記述しておりま

すけれども、その際市民の皆様から多数の貴重

な写真や資料を提供していただいております。

調査した上で、重要な資料については市史の中

に掲載させていただいたところでございます。 

  また、市が所蔵している戦争関係の資料につ

きましては、市民から寄贈されるなどした、例

えば供出米割当数量などの記録類、あるいは金

物物件買い上げ伝票などの生活資料、そして軍

事郵便などの軍隊関係資料、さらに戦時中の書

籍など合わせて29件となっているところでござ

います。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 全部で29件あるということで

ございます。 

  それで、市報にも、４月の市報でしたか、西

長少尉の戦地からのお母さんへの手紙も追悼式

以前に市報にも載っておりました。市史編さん

のところででしたか、目にいたしまして、貴重

なお仕事だというふうに思います。 

  それで、この29件あると言われておりますけ

れども、ここに山形県歴史教育者協議会、ほか

２つの団体、合わせて３つの団体で、「平和と

人権やまがたガイド」なるものを編集、発行し

たわけなんですね。それで、山形県内全域の史

跡などが載っておりますけれども、この寒河江

市では高柴開拓碑なるものがあるということで

ございます。寒河江の高松にですね。それから、

白岩にも防空壕などがあったということもお聞

きしております。そのようなこともまず、29件

あるとお聞きしましたけれども、まだまだ寒河

江市としてわからなかったものなどさらに発掘

していく作業も必要だと思いますし、それらを

こういう開拓碑などというのは写真に撮って記

録するということも必要かと思われます。マイ

クロフィルムに収録するとか、ＣＤ化して後世

に残していくとか、そのような必要性も感じら

れるのですが、その点どのようにお考えなのか

お伺いいたします。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 いろいろな戦争に関する資料

等をＣＤ化するなどの御提案でございますけれ

ども、先ほどの答弁の中でも申しあげましたが、

戦争関係資料につきましては市史編さんの中で

収集、調査いたしまして、市史に掲載するとい

う形で記録をさせていただいたところでござい

ます。 

  教育委員会といたしましては、引き続き市史

編さん事業の中で、本市の貴重な歴史資料の収

集及び記録保存に努めて、後世に継承してまい

りたいと考えているところでございます。御理

解をいただきたいと思います。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 先日、先ほどから出されてお

ります戦没者追悼式で、その追悼式での様子を

ＣＤに撮って保管したということがありました

ね。そういうことは大変いいことでありますし、

こういう資料を市史編さんのまとめていく過程

でやられていくということは大変結構ですが、

そこに入らないもの、いろいろな、例えばその

西長少尉のＣＤにもありましたけれども、さま

ざまな身につけるものとかもきちんと写真に撮

って、手紙も写真に撮ってＣＤに入れていると

いうことがございます。それは、大変貴重なも

のだと思いますので、その29ある、それからそ

れ以外の未発掘のものも含めて、さらにマイク

ロフィルムに収録、ＣＤ化というものも同時に

発展させていただくということをしていただけ

ないかなというふうに思うんでありますけれど

も、そこら辺は市史編さんのほうでしていかれ

るということは理解いたしますが、それ以外の
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ところでのものについていかがお考えでしょう

か。 

  これは、次の質問の実物の常設展示というこ

とについてもつながってまいりますけれども、

あわせてお伺いしたいと思います。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 基本的には市史編さん事業の

中で、さまざまな資料を収集して調査していく

という考えでございますけれども、それ以外の、

あるいはＣＤ化というものが可能かどうかも含

めて、いろいろと研究をさせていただきたいな

というふうに思います。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 そのＣＤ化の収録も含めて検

討していくということですので、ぜひ深めてい

ただきますように、これは重ねてお願いしたい

なというふうに思います。 

  次ですけれども、原爆の惨禍を学習してもら

うために、広島や長崎への市内小中学生の代表

者を派遣するということについてお伺いいたし

ます。 

  昨年の質問で、私は高校生などの平和式典へ

の派遣や原爆資料館の見学などを提案いたしま

したが、修学旅行などで行っている高校がある

というお話でした。そこで、市内の小中学生の

代表を毎年送り出す事業に踏み込んではどうか

と考えているのですが、この点いかがでしょう

か。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 先ほどの、原爆の惨禍を学習

してもらうために派遣というようなお話でござ

いますが、教育委員会といたしましても小中学

生初め若い世代の方々に平和のとうとさあるい

は原爆の悲惨さ、戦争のむごたらしさ、そうい

ったものを知ってもらうということは、大変大

事なことだと、重要なことだと思っております

し、これからも学校教育や生涯学習などにおい

て取り組んでいかなければならないと考えてお

ります。 

  先ほど来、話が出ておりますが、市立図書館

におきましては例年、原爆に関する親子アニメ

鑑賞会あるいは原爆パネル展などさまざまな平

和関連事業を継続して開催しております。こと

し８月にも終戦70周年記念として原爆関係のパ

ネルや絵の展示などを行ったところでございま

して、子供さんを含めて多数の市民の皆さんに

ごらんをいただいたところでございます。 

  市内の小中学生の代表を被爆地、広島、長崎

に派遣してはどうかという御提案でございます

が、市で派遣するという場合には、限られた人

数になってしまうということや、費用負担の問

題などいろいろ解決をしなければならない課題

があるものと思っております。この点に関して

は、今後他市町村の状況など情報を収集しなが

ら、研究をさせていただきたいと思います。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 他市町村の動向を注視してと

いうことでございましたが、ちなみに米沢市で

は平和都市宣言事業の取り組みとして、平成22

年度から、次代を担う中学生たちに体験によっ

て戦争の悲惨さや核兵器の恐ろしさを学び、平

和のとうとさ、大切さを肌で感じてもらうため

に中学生の広島、長崎や沖縄への派遣事業を行

っております。そして、市報で参加者の感想を

載せております。市内８つだったかと思われま

す、中学校から一人一人の代表ですので、８人

ですね。毎年８人の中学生が派遣されて、こと

しは広島、来年は長崎、沖縄というふうに、沖

縄と姉妹都市にもなっているやに聞いておりま

すけれども、毎年交代で各中学校から１名を代

表者として派遣している事業が、平成22年度か

ら行われております。 

  私は、その米沢市報を拝見いたしまして、実

際に派遣されて行った中学生の書いている感想

文を読ませていただきました。熱い思いが伝わ

ってまいります。中学生たちは、口々に命の大
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切さや平和のとうとさを、知らなかったと、こ

ういうことがあったのを知らなかった、これは

自分が知っただけではなくて、私たちの後世に、

私たちの後に続く世代に伝えていきたい、語り

継いでいきたいと真摯な決意をそれぞれ述べて

おりました。それだけでもこの平和事業の意義

は大きな意義を持つものだというふうに思って

おります。 

  他市町村の動向を見てということであります

ので、ぜひこれは寒河江市でもやっていく、そ

れだけの意味があると思いますので、これにつ

いて、まず米沢市でやっているということにつ

いてもう一度御見解をお聞きしたいと思います

が、済みません、先ほど実物の常設展示につい

てあわせてお聞きしてしまいましたけれども、

これについて答弁があったかと思います。それ

についてもよろしくお願いしたいと思います。

申しわけありません。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 それでは、まず常設展示とい

う御提案について申しあげたいと思いますが、

歴史資料の展示につきましてはこれまで郷土館

の特別展あるいは図書館での郷土資料展という

ようなことで開催をいたしまして、広く市民の

皆様に公開をしてきたところでございます。こ

れらの中で戦争関係の資料の展示についても検

討してまいりたいと思っております。 

  もう１点、今ございました米沢市の例でござ

いますけれども、県内13市の中では米沢だけか

というふうに把握しておりますけれども、東根

あたりでは千羽鶴というものを送って、派遣は

していないということでございますが、千羽鶴

を送っていると。それから、南陽市あたりは検

討はしたけれども、実施はしていないというよ

うなことで、他市もまだそういう予定はないと

いうような現状では把握なんですけれども、米

沢の実施状況あるいは課題、問題点等もいろい

ろ情報収集しながら、今後研究をしてまいりた

いなというふうに考えております。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 その米沢市の市報によります

と、市の職員の方が、担当課の方が２人ほど、

２人の感想文が載っておりましたけれども、一

緒に同行していって、一緒にお世話をしていた

だきながら、市の事業としてやっているという

ことでございます。 

  まだ米沢市しか実行されていないということ

でございますけれども、やはりいいものはどん

どんと率先してやっていくということが必要だ

と思いますし、私はその市報に載せられていた

中学生たちの思いを実際に見まして、本当に大

きな意味が、戦争を知らない子供たちへ伝えて

いくという意味、それが平和な日本、平和な寒

河江市をつくっていくんだということに直結し

ているなというふうに強く感じたものですので、

ぜひこれは研究していくということでございま

すけれども、実行に向けてぜひ検討していって

いただきたいなというふうに思います。 

  私、何度も何度も平和事業について取り上げ

ておりますが、これからも何度も何度も取り上

げていくつもりでおりますけれども、ぜひ前向

きな検討をお願いしたいというふうに思います。 

  それで、この質問のまとめに入りますけれど

も、私は戦後70年の節目に、このたび初めて広

島の平和記念式典に参列いたしました。そして、

被爆された方の生の声を聞いてまいりました。

特に、谷口稜曄さんのお話には衝撃を受けまし

た。そのときの思いを詩に託しました。本市の

平和事業のさらなる発展を願って、これを朗読

してこの質問の結びとしたいと思います。 

  広島にて 

  少年は背中一面のやけどを治療するため、何

年も何年もうつぶせで暮らした。 

  床ずれが皮膚をえぐり、骨まで腐らせた。 

  そのすき間から心臓がとくとくと動くのが見

えた。 
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  少年は苦しむために生まれ、苦しむために生

きた。 

  けれど、死体の山には入らなかった少年は、

その苦しみを苦しんだ分の重さで語り継いだ。 

  語ることは生きること。 

  核兵器よ去れ。 

  戦争よ去れ。 

  生きることは語ること。 

  誰にも崩せぬ平和を、平和を守れ。 

  ありがとうございます。 

  続きまして、通告番号12番、住宅リフォーム

制度（住宅建築推進事業補助金制度）の本年度

の実施状況を踏まえての幾つかの課題について

伺います。 

  この事業は、平成22年から100億円以上の経

済波及効果があるすぐれた制度であります。今

年度から複数回の利用ができるようになりまし

た。補正予算もあっという間に使い果たされる

ほど需要のあるこの制度の本年度の実施状況に

ついて、まず複数回利用した市民の方がどのく

らいいらっしゃったのか、その工事内容と金額

についてまず伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 住宅リフォーム支援制度という

ことで御質問ありましたが、今年度は先ほど遠

藤議員御指摘のとおり、これまでこの事業を利

用された方も改めて利用できるような制度に緩

和をして、より利用しやすくしたところでござ

います。 

  27年度は、受け付けを８月20日で終了させて

いただきましたが、全体の申請件数231件でご

ざいました。その中で、再利用された方、２回

目も利用された方は46件ということで、約２割

でございました。 

  その46件の工事の内訳を見ますと、新築が２

件、増改築が１件、リフォームが43件というこ

とで、圧倒的にリフォームが多かったと、

93.5％ぐらいリフォームだったということでご

ざいます。 

  全体で予算的には補正も入れて4,000万円の

予算でありましたが、工事費全体では１億

5,080万円ほどになっております。その中で、

再利用された方への補助ということになります

と810万円ということで、これもやっぱり全体

の２割ぐらいになっているところでございます。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 １億5,080万円ということで、

複数回の利用者は810万円の補助額、そして２

割くらいが使われたということでございます。 

  やはり８月で……。その前に、補正を組んで

くださったということには、大変うれしく思っ

たところなんですね。 

  ただ、当初予算を見ましたときに、これで大

丈夫かな、少ないのではないかなというふうに

私も感じたんです。そうしたら、やっぱり案の

定、８月で使い果たしたということです。これ

は、複数回の利用も可能になって、実際に810

万円の補助が出たということでありますし、申

請件数もリフォームが圧倒的に多いということ

でございます。これは、工事を発注する市民に

とっても、工事を請け負う業者にとっても大変

メリットのある制度であると考えておりますし、

合計4,000万円の予算があっという間になくな

ったということを考えてみれば、私はさらなる

追加の補正予算を組んでほしいなと思うほどの

思いであるんですけれども、この際思い切った

予算の増額を求めていきたいなと思っておりま

す。市長の見解はいかがでしょうか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 この住宅リフォーム補助金制度、

平成22年から実施をさせていただいております。

平成22年度は3,700万円、23年度から25年度ま

ではそれぞれ5,000万円、26年度が3,000万円と

いうことで、27年度も御指摘のとおり当初予算

で3,000万円、そして追加で1,000万円で、合わ

せて4,000万円ということであります。そうい
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ったことで、６年間実施をさせていただきまし

たが、大変好評な制度で、寒河江が県内でも先

駆けて実施をして、それが県のほうでもそうい

う制度を創設していただいて、全県下市町村に

も広がっているということであります。そうい

うことで、ことしはさらにそれを利用しやすく

しているということであります。 

  遠藤議員からは、予算の増額をということで

ありますが、今我々としては来年度に向けてど

うしていったらいいのか、どういう制度内容に

していったらいいのかというような検討をさせ

ていただこうと思っております。もちろん、商

工会の建設部の皆さんから大変ＰＲも含めて御

尽力をいただいている制度でありますから、皆

さん方の御意見なども頂戴をしながら、よりよ

い制度としてさらに充実をしていければという

ふうに思っているところであります。 

  その中で、予算の額などについても相談をし

ながら検討をさせていただければなというふう

に思います。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 相談しながら検討されていか

れるということでございますが、ぜひこれまで

よりも大きな予算を……。これまでよりは少な

いということでは絶対なくて、これまでよりも

大きな予算ということで、ぜひこれはお願いし

たいなと思います。業者の方も喜ばれておりま

すし、複数回に今年度からなって、周知がされ

ればさらにこれからも利用がふえる見込みであ

ると確信いたしますので、思い切った予算の増

額を繰り返しお願いしたいと思います。 

  それで、次でございますが、急がれる商業者

の店舗リフォームへの助成制度についてでござ

います。 

  昨年も提案いたしましたけれども、御存じの

ように市内の商店は後継者問題や売り上げ減少

などで店舗のリフォームへの意欲をなくしつつ

ある方も多くいらっしゃる、そのように聞いて

おります。この分野への助成制度の創設は、緊

急性があると考えております。前回の質問では、

高崎市などの先進例などを参考にして研究して

いきたいということでしたが、その後、１年足

らずではありますけれども、どのような検討が

なされたのかお伺いしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 去年の９月に御質問をいただい

て、我々としてもいろんな先進事例なども研究

をさせていただいて、どういう支援が可能かど

うかなども研究させていただきました。 

  国の制度あるいは先進事例なども検討してま

いりましたが、国のほうでは昨年度から新たな

個別商店向けの補助制度として、小規模事業者

持続化補助金制度というものを設けております。

これは、人口減少や高齢化などによる地域の需

要の変化に応じた小規模事業者の持続可能な経

営を推進するために、経営計画に基づいて販路

開拓を支援する事業というふうになっておりま

して、その中で集客力を高めるための店舗改装

などにも利用可能な制度だということでありま

す。補助率は３分の２、補助金額の限度は上限

が50万円ということで、店舗のリフォームにも

利用しやすい内容ということであります。 

  この制度については、ことしの２月から市内

事業者向けに開催をした経済産業省の説明会で

も周知を図ってきたところでございます。それ

が国の制度と。 

  それから、市の制度については、これまで空

き店舗対策ということで、前回も御答弁申しあ

げましたが、空き店舗を活用して開業した際の

家賃補助をしてまいりましたが、今年度からそ

れに加えて開業のための店舗などの改装費にも

補助対象を拡大して実施をしているところでご

ざいます。補助率２分の１、補助金額限度額50

万円ということで、そういった意味で大変利用

を促進していけるのではないかという制度で、

拡充をさせていただいたところでございます。 
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○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 小規模企業振興基本法という

ものが全会一致で国会でも可決されて、小規模

事業者持続化補助金制度というものを使われて

いるということです。 

  これは、実際できたばかりといいますか、ま

だ日が浅いわけではございますけれども、寒河

江市内での利用状況、どのような業者が使われ

てどのように補助されているのか、お伺いした

いと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 できて日が浅いということであ

りましたが、いろんな説明会などもしていただ

いておりまして、市内での利用状況は26年度分

が７件、27年度分では15件というふうになって

おります。このうち、店舗改装での利用は10件

ということで、主な使い道としては看板の設置

でありますとか照明のＬＥＤ化、それからトイ

レの洋式化への改修などが主な内容というふう

になっているようであります。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 26年度が７件、27年度がその

倍の15件ということでございます。これもぜひ

使っていっていただいて、空き店舗のほうもあ

わせて使っていただけるのは大変いいことだと

思いますし、していっていただきたいものの一

つだというふうに思っております。 

  それで、昨年言いました群馬県の高崎市が始

めた「まちなか商店リニューアル助成事業」、

こういうものもありますけれども、この小規模

事業者の持続化補助金などについては審査され

るという、審査をして採択されてそれから決ま

るということも聞いておりますけれども、そう

しますとハードルが高くなってくるのではない

かなという懸念がございます。それとともに、

ぜひこの「まちなか商店リニューアル助成制度

事業」ですか、小店舗のほうのリフォームにつ

いてもまず検討の視野に入れていっていただき

たいなというふうに思います。 

  昨年の９月の質問以降、まず高知県では、全

国で県で初めて高知県が今年度からこの助成制

度を始めました。創設しました。そして……。

これ14年度でしたか。昨年度か今年度ですね、

なりました。高知県。それから、高崎市に続い

て2014年４月から北海道の訓子府町、店舗改修

や施設整備への補助も含めた「既存店舗リフォ

ーム」というものを創設しております。建築か

ら10年以上が経過した店舗などの改装費の２分

１を、50万円を限度に助成しているということ

です。 

  さらに、来年度からは新潟市が「地域商店魅

力アップ応援事業」と銘打って、従業員数５人

以下、売り場面積250平方メートル以下の小規

模店舗を対象に、店舗の建物の改装費や備品購

入経費の３分の１、限度額100万円、こういう

ことを助成するということになっております。

ほかにも山口県宇部市、大阪府茨木市、岡山県

井原市などが実施しておるということです。 

  この１年間の間に、高崎市への行政視察はか

なりの数が行かれて、瞬く間に全国に大きく広

がってきております。この商業者の店舗リフォ

ームへの助成制度、ぜひそのような例も踏まえ

ながら、この現在ある小規模事業者補助金制度

ともあわせて、空き店舗の助成ともあわせて考

えていただけたらというふうに思っております。 

  商工会などのほうでも、この商店リフォーム

について新たに要望が加えられておりますね。

ですので、寒河江市としても人ごとということ

ではなくて、寒河江市に引き寄せてぜひ考えて

いっていただきたいなと思います。 

  この助成制度は、商店の活性化、仕事の掘り

起こしにつながり、地域循環型の経済が回って、

地域も潤い、商業者の笑顔をふやせるものと確

信しております。さらなる検討をどうぞよろし

くお願いいたします。 

  残り４分でございます。 
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  最後に、通告番号13番、高齢者支援について。

運転免許自主返納高齢者へのサポート事業につ

いてお伺いいたします。 

  先日、私のところに、「うちのお父さん、と

しょってはあ、自動車運転する自信なくてして

免許証返したのよ。聞くところによると、ほか

の市や町では補助金出しているところがあるっ

ていう話だけれども、寒河江市ではないんだ

か」というお話がありました。そこで、まずこ

のように運転免許を返納している方は市内にど

のくらいいらっしゃるのか、お聞きしたいと思

います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 これは、寒河江警察署管内での

数字でありますけれども、平成26年度は74人、

うち寒河江市の方が28人であります。平成27年

度は、８月末までで寒河江市内の方が22人とい

うふうになっているようです。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 ありがとうございます。 

  県内では、６市７町で交通機関の運賃補助な

どの支援を行っております。寒河江市でもそう

した施策をしてほしいという声が寄せられてい

るんですが、これについてどのようにお考えに

なりますでしょうか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 今、新しい振興計画を策定して

いる最中でありますし、そこの中で地域福祉計

画というものも策定を進めているわけでありま

す。そういった中で、高齢化の進展とともに高

齢者の閉じこもり防止あるいは高齢者の社会参

加の促進ということが大きな課題となっており

ます。そういう意味で、高齢者の方々の交通手

段の確保としての支援というものについては、

取り組んでいく必要があるというふうに考えて

いるところでございます。 

  現在の取り組む内容としては、１つは市内の

循環バスの運行というものを計画しているとこ

ろでありますし、お尋ねの運転免許証を自主返

納した高齢者の方々に対しては、タクシーある

いは運行予定の市内循環バスなどの運賃に対し

ての補助などについても検討してまいりたいと

いうふうに考えているところでございます。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 前向きな検討をなされていか

れるということで、うれしく思います。ぜひお

願いいたします。持続できれば、持続可能な支

援金でということでお願いしたいというふうに

思います。 

  運転証返納者は、26年度で28人ですね。今年

度22人ということでございますけれども、これ

が高齢者へのサポート制度ができて充実してい

くということになりますと、これはふえていく

のかなと思います。そして、ふえていった分、

高齢者が事故を起こしたり事故に巻き込まれた

りする、それを事前に防ぐことにも効果がある

のではないかというふうに思いますので、ぜひ

この制度を寒河江市でも立ち上げていっていた

だき、さらに充実させていっていただければと

思います。 

  そのことを重ねて要望いたしまして、私の質

問を終わります。ありがとうございました。 

 

古沢清志議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号14番、15番について、

２番古沢清志議員。 

○古沢清志議員 皆様、おはようございます。 

  ２番古沢清志でございます。４月の市議会議

員選挙におきまして初当選させていただき、支

援をいただいた皆様に心から御礼を申しあげま

す。 

  私の信条は、１人の人を大切にすることであ

り、市民の皆様方の貴重な声に真摯に耳を傾け

ながら、どこまでも市民のため、たゆまぬ努力

を続けてまいります。何分未熟者ゆえ至らぬ点
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多々ありますが、これまでお支えいただいた皆

様方の御期待と負託にお応えするべく、全身全

霊をかけてまいりますので、より一層御支援を

賜りますようお願い申しあげます。 

  また、歴史ある寒河江市議会におきまして先

輩議員、執行部の皆様方のより一層の御指導、

御鞭撻のほどを賜りますよう、よろしくお願い

を申しあげます。 

  それでは、通告番号に従って質問をさせてい

ただきます。 

  通告番号14番の聴覚障がいに関する助成金に

ついてお伺いいたします。 

  厚生労働省の「身体障害児・者実態調査」、

これは平成18年の調査ですが、全国の聴覚障が

い児は１万5,800人とされています。乳幼児の

健康診断における聴力検査で、軽度難聴や片耳

難聴などの発見が早い段階で発見できるように

なりましたが、その後の進学についてなど聴力

を補うための支援は十分とは言えません。補聴

器の値段は数万円程度で、高額なものになると

数十万円にも及びます。また、居住地域の学校

に難聴児を受け入れる学級がない場合、受け入

れ可能な地域に転居する判断を迫られることも

あります。このように、難聴児を抱える家庭に

とっては経済的に大きな負担となっており、他

の家庭より家計を圧迫している実態があります。 

  こうした中、近年地方自治体では障害者手帳

の有無にかかわらず、必要な聴覚障がいがある

子供たちには補聴器購入の補助を受けることが

できるようになっています。 

  軽度、中等度の難聴は、周りから聞こえてい

るように見えますが、気づかれにくいため、音

として聞こえていても言葉として明瞭に聞こえ

ていないため、そのままにしておくと言葉のお

くれや発音の誤りなど言語発達に支障を来すと

言われています。したがって、早期に補聴器を

装用することで言葉の発達やコミュニケーショ

ン能力を高めることができます。 

  難聴児の聴力向上による言語の習得は、平等

に学び生活する権利を手に入れることにつなが

ります。そのためにも、補聴器の助成金制度は

重要な支援策と言えます。大事な子供たちです。

自己負担があるとすれば、市当局で２分の１の

助成を要望いたしますが、難聴児の補聴器の助

成金制度についての考えをお伺いいたします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 古沢議員からは、難聴児の補聴

器の助成金制度ということで御質問がございま

したが、乳幼児期の難聴というのは発達のおく

れにつながっていくということは御指摘のとお

りでありまして、早期発見、早期治療が大変大

事になってくるわけであります。現在は、生後

２日から４日以内に新生児聴覚スクリーニング

検査が行われ、早期発見につながっているとこ

ろでございます。 

  御質問の難聴児への補聴器への助成制度とい

うことでありますが、１つは身体障害者手帳の

対象となるような重度の難聴児の子供さんには、

障害者総合支援法による補装具費の助成制度に

よって補聴器の購入助成が行われているところ

でございます。 

  また、身体障害者手帳の交付基準に該当しな

い軽度から中等度の難聴児の子供さんへの補聴

器助成制度については、昨年度から、平成26年

度から県の事業として軽度・中等度難聴児補聴

器購入支援事業というものが始まっております。

寒河江市におきましてもこの制度に合わせて助

成を行っている状況にあります。 

  この県の制度、26年度の実施は、２名の方に

13万5,260円の助成を行っているということで

ございます。この県の制度、今年度35市町村の

うちで24の市町村が実施をしている状況になっ

ております。 

○國井輝明議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 ありがとうございます。 

  また、近隣の地方自治体では、市の図書館で
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障がいのある子の読書や、子供たちの読書の支

援のために、ＤＡＩＳＹ図書を導入して障がい

のある子供のために役立てているところもござ

います。子供の字幕タブレットの導入などにつ

いてお伺いいたします。 

  図書館には、ＤＡＩＳＹ図書を導入し、特別

支援学級にはデジタル教科書の導入について必

要ではないかと考えますが、当局の考えをお伺

いいたします。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 まず、ＤＡＩＳＹ図書につい

てでございますけれども、現在近隣では、先ほ

ど御指摘のように天童市立図書館に設置されて

おります。ＤＡＩＳＹ図書は、パソコン上に映

し出された電子図書の文字、この文字の大きさ

や色調を自由に変えられるというほか、文章に

合わせて音声も流れ、そしてその音量を調整で

きるということでございます。さらに、その音

量を手元の機器のプラスとマイナスのボタンを

押すことで音声の速度を自由に調整できるとい

う、こんな仕組みになっているようでございま

す。 

  ただ、あらゆる図書がＤＡＩＳＹ化されてい

るわけではございませんで、天童市立図書館で

もまだ絵本等40冊が利用できる程度だというこ

とでございます。 

  障がいを持つ方のニーズに合わせてＤＡＩＳ

Ｙ図書をどう普及させていくかということは研

究段階にあると考えられますので、寒河江市立

図書館への導入につきましては先進的に導入し

ている図書館等の実績あるいはニーズ等も踏ま

えながら、検討をさせていただきたいと思って

おります。 

  次に、聞こえに困難さを持つ児童生徒のため

のＩＣＴ機器、この活用についてでございます

が、本市の場合、現在、聴覚障がいによって特

別支援学校あるいは特別支援学級への在籍とい

うものが望ましいと判断されている児童生徒は

おりません。ただ、毎年学校で実施している定

期健康診断というのがございますが、その定期

健康診断において平成27年度、今年度ですが、

今年度は小学生で９名、中学生で３名が難聴と

判定されております。その中で補聴器を使用し

ている児童が２名おりますけれども、いずれも

通常の学習は可能であるということで、必要に

応じて座席の位置を工夫するというようなこと

で配慮をして対応しているところでございます。 

  特別支援教育におけるこのＩＣＴ機器の活用

につきましては、現在研究機関等において鋭意

研究がなされて進められているところでござい

ますので、本市においても聞こえに困難さのあ

る児童生徒へのデジタル教科書あるいはタブレ

ット端末等の活用も含めまして、今後研究をし

てまいりたいなというふうに思っております。 

○國井輝明議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 ありがとうございます。 

  前向きな答弁、本当に心に染み渡ります。軽

度や中度の子供さんにもどうか支援の手を差し

伸べていただきたいと思います。 

  続きまして…… 

○國井輝明議長 古沢議員、少々お待ちください。 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は10時55分といたします。 

 休 憩 午前１０時４２分  

 再 開 午前１０時５５分  

○國井輝明議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

  古沢議員。 

○古沢清志議員 通告番号15番の18歳選挙権につ

いてお伺いいたします。 

  ことしの６月17日、参議院において全会一致

で可決成立し、６月19日に公布され、施行日は

公布から１年後の来年６月19日となり、来年夏

の参議院選挙から実施されます。 

  18歳選挙権とは、憲法改正の是非を問う国民

投票権を18歳以上の男女に与えることに合わせ
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て、全ての選挙の投票権を18歳以上にするとい

うものであります。 

  選挙権年齢の引き下げは、1945年に25歳以上

の男子から二十以上の男女に変更されて以来70

年ぶり。未来を担う若者の声を政治に反映させ

ていくことが期待されています。今の若者世代

も国の借金を支払っていくわけですから、将来

の政策も若者の声に耳を傾け決めなければなり

ません。 

  現場における主権者教育も必要と考えます。

しかし、教師が政治や選挙にその地位を利用し

てかかわりを持つことが禁止されております。

高校生や大学生といっても政治に対する関心や

社会の認識が低い中、投票に対する判断基準を

どこに持っていったらいいか苦慮すると思いま

す。学校は大切な教育の場所です。その目的に

反しないように、一定のルールが必要だと思い

ます。そこで３点について質問させていただき

たいと思います。 

  今回の改正を受けて、学校ではどのような主

権者教育を行っていくのかお伺いいたします。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 それでは、お答えいたします。 

  学校教育におきましては、教育基本法第14条

第１項におきまして「良識ある公民として必要

な政治的教養は、教育上尊重されなければなら

ない」と規定されております。そういうことで、

小学校から大学までの各学校段階におきまして、

主権者を育成する教育がこれまでも行われてお

ります。 
  具体的には、小学校社会科では国民主権や民

主政治などの基本的な内容について学んでおり

ます。中学校社会科では、人間の尊厳と憲法の

基本的原則、民主的な政治と政治参加にかかわ

る内容等について学習をしているところでござ

います。 
  また、高校では公民科において学習されてい

ますが、今回の法改正を受けましてより主体的

な社会参画の力を育むために、次期の学習指導

要領においては高校の公民科の中に「公共」、

これは仮称でございますけれども、そういう新

科目を創設することなどが検討されております。

文部科学省では、高校生の主権者を育成する教

育の充実を図るために、模擬選挙などの実践例

やワークシートなども盛り込んだ副教材の作成

も進めておりまして、近く全ての高校生に配付

される予定であるとの報道がございます。 
  なお、法改正を受けた小中学校での主権者を

育成する教育につきましては、次の学習指導要

領の改訂の際に本格的に取り入れられていくと

のことでありますので、本市としてもしっかり

対応をしていきたいと考えております。 

  また、主権者を育成する教育における政治的

中立性につきましては、教育基本法第14条第２

項の「法律に定める学校は、特定の政党を支持

し、又はこれに反対するための政治教育その他

政治的活動をしてはならない」という規定がご

ざいますし、義務教育諸学校における教育の政

治的中立の確保に関する臨時措置法、さらには

昭和44年に出されました文部省通知の「高等学

校における政治的教養と政治的活動について」、

そういう通知などを踏まえまして、その確保が

図られてきたところでございます。 

  しかし、学校においては政治や選挙の仕組み

は教えても、選挙の意義や重要性を理解させた

り、社会や政治に対する判断力、国民主権を担

う公民としての意欲や態度を身につけさせるこ

とが十分ではなかったのではないかという指摘

もありまして、今後は政治的中立性を十分に保

ちながら、知識中心の学習にとどまらず、情報

をみずから収集して的確に読み解き、さらに考

察し、互いに議論をし合う、そして判断してい

くというそういう主権者を育成する教育の充実

というものが図られていく、このことが期待さ

れております。 

  本市においても、こういった趣旨を踏まえま
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して、対応をしてきたいと考えております。 

○國井輝明議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 御答弁ありがとうございます。 

  例えば、親は子供を立派に育て、社会に貢献

してもらいたく送り出しております。社会のル

ールは、学校だけでなく、本来親から子へ伝え

ていくことが最も大切なことなのではないかと

思われます。しかし、選挙制度となるとなかな

か難しい点もあります。例えば、入院している

とき、また郵送で投票するときなど、投票に際

してもいろんなパターンがあり、親が教えるこ

とも不安があります。この選挙制度が変わった

今日、改めて選挙について教育するのも、投票

率を上げることに役立つのではないかと思いま

す。 

  そこでお伺いいたします。教員だけではなく

て、外部からの支援も必要ではないかと思いま

すが、当局の考えをお伺いいたします。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 お答えいたします。 

  子供たちが社会の中で自立して、他者と連携、

さらに協働しながら生涯にわたって生き抜く力

や地域の課題を解決していく、そういう主体的

にそういった課題解決を担うことができる力を

身につけられるように、個々人の直面する課題

とか社会のさまざまな課題に対応した主権者を

育成する教育というものを充実させていくこと

は、大変大切なことだと思います。 

  しかし、御指摘のように主権者を育成する教

育というのは、行政や教育機関はもちろんのこ

と、政党、学会、経済界あるいはメディア、Ｎ

ＰＯ、そして何よりもお話にありましたように

各家庭など社会全体で取り組むべきものと思っ

ております。 

  そのような中、有権者である子供たちの意識

を醸成する、そのために出前授業や模擬選挙、

子ども議会あるいは明るい選挙啓発に係るポス

ター、習字、標語の募集などさまざま関係機関

等によって取り組みが行われております。本市

でも各小学校の６年生の代表によります子ども

議会を寒河江市商工会青年部が中心になりまし

て開催をしたり、寒河江市独自の取り組みとし

て中学校３年生を対象に子供の声を市政に届け

る市長への手紙の取り組みも行われていること

でございます。御承知のことかと思います。 

  また、さらに山形県選挙管理委員会では高校

や大学で選挙啓発のための出前講座を開いて、

スライドを使った講義あるいは本物の投票箱を

使った模擬投票なども行っておりますので、こ

のような取り組みも学校教育を支援するものと

捉えております。 

  このほかにも関係機関等による主権者を育成

する教育にかかわる取り組みというのは多様に

行われておりますけれども、基盤となる各家庭

や社会全体における大人の役割も大きなものが

あるというふうに思っております。 

  今、議員御指摘のように、今回の選挙権年齢

を18歳以上に引き下げるという改正は、有権者

の対象を広げるということだけではなくて、主

権者の意識を若者にとどまらず、社会全体に広

げる契機になることが期待されている、こんな

ふうに思っているところでございます。 

○國井輝明議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 ありがとうございます。 

  ただいま学校教育における模擬選挙なども考

えているというようなことを伺いましたけれど

も、いつごろされる予定なのかお伺いしたいと

思います。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 学校でその主権者を育成する

教育がいつごろからかというふうな御質問でご

ざいますけれども、この主権者を育成する教育

というのは、さきにお示しいたしましたように、

これまでも小学校、大学までの各学校段階にお

いて行われてきております。そのような中でご

ざいますけれども、今回の公職選挙法の改正に
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伴いまして、早ければ来年の夏の参議院通常選

挙には18歳以上の高校生も投票を行うことにな

るとの報道もなされておりますので、このこと

を考えれば、児童生徒はもちろんでありますけ

れども、特に高校生に対して主権者を育成する

教育の推進というものを図ることは喫緊の課題

だと思っております。 

  そこで、高校では文部科学省が近く全ての高

校生に配付予定であります副教材を活用しなが

ら、現行の公民の学習の中で主権者を育成する

教育の充実が図られていくというふうに思いま

すし、また高校だけの問題ではございませんの

で、小学校や中学校においても社会科の公民的

分野の学習はもちろんのこと、児童会や生徒会

といった自治的な活動などさまざまな教育活動

の機会を通して主権者を育成する教育の充実を

一層図っていくよう検討してまいりたいと思っ

ております。 

○國井輝明議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 大変わかりやすい御答弁ありが

とうございます。 

  年齢が18歳、19歳といいますと、地元に住所

を残したまま進学する学生さんも多く見られま

す。不在者投票や期日前投票を大いに活用して

いただき、選挙の投票率アップに尽力していた

だきたいと思います。 

  以上をもちまして私の一般質問を終了させて

いただきます。ありがとうございました。 

 

渡邉賢一議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号16番、17番について、

４番渡邉賢一議員。 

○渡邉賢一議員 初めに、５月の連休以降、私は

個人的ではありますけれども、テレビ東京とい

う番組会社の制作の「バッ地理ゼミナ〜る」、

ごらんいただきたいと思います〔資料を示す〕、

の本市のさくらんぼのＰＲ番組の創作に協力さ

せていただきました。７月15日のゴールデンア

ワーに全国にオンエアされまして、本件では８

月15日にＹＢＣで放映されたところでございま

す。 

  市民の小学生からお年寄りまで、農家の方が

中心でしたけれども、多くの方々が協力をして

出演され、さくらんぼの特産地に適した地形や

気候を本市出身の井上勘兵衛氏初め偉大な先人

たちの御苦労や、おしんに象徴される忍耐強い

県民性、市民性など地理、歴史、農業、社会全

般について科学的に研究、分析した特別番組が

放映されたところでございます。ぜひ小中学校

や公民館などで活用していただきたいというふ

うに思っています。 

  さて、戦時中は戦地に送る食料が最優先され

たために、農家、特にさくらんぼ農家などは果

樹を伐採させられたこと、長岡山が食料供給の

大根畑、芋畑になったことや松林、何千本とあ

った松を使って戦闘機の燃料にしたことなど、

不幸な歴史も経て特産地の形成に努力されてき

たことを我々は忘れてはならないというふうに

思っています。 

  さくらんぼのお祭りの多くのイベントの大成

功、これから寒河江まつりなどがございますけ

れども、その成功祈願とあわせて私は通告した

とおり戦争法反対と平和行政の推進について、

屋外競技スポーツのさらなる振興と生涯健康長

寿社会の充実についての２点について御質問、

提言をさせていただきたいというふうに思いま

す。 

  通告番号16番の戦後70年の節目に当たる今年

度の平和行政推進についてでございます。さき

に遠藤議員が質問されましたので、重複しない

ようにお聞きをさせていただきたいと存じます。 

  １つ目、非核三原則の遵守、不戦の誓いを新

たにし、市民の平和な暮らしを守るための「ピ

ースアクションさがえ」、これは仮称でありま

すが、これについてでございます。 
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  平和都市宣言当時からこれまでの平和行政に

ついては、先ほど市長から一部御説明がござい

ましたけれども、私ども社会民主党市民連合初

め全国各地で今国会で審議されている国際平和

支援法案と平和安全法制整備法案、この２法案、

いわゆる戦争法案のことについて、全国各地で

抗議行動が行われております。昨日も多くの国

民が参加をしたということで報道されておりま

す。 

  特に、18歳前後の選挙権をこれから与えられ

ようとしている高校生、大学生などが参加して

いるわけです。ＳＥＡＬＤｓという組織なんで

すけれども、ＳＥＡＬＤｓ東北も先日結成をさ

れまして、私たちも黙っていられないというよ

うな声を上げていることは御存じかというふう

に思っています。本市で開催された西村山集会

でも、先ほどありましたとおり、200名以上の

多くの市民の皆さんが結集されたというふうこ

ともありまして、ぜひ市長には重く受けとめて

いただきたいというふうに思っております。 

  今の審議の状況、本当に目が離せないわけで

すけれども、これに対して本議会に対しては６

月の定例会に引き続き市民の代表から強行採決

などをしないで真摯で慎重に審議すべきだとい

うような請願も出されているわけでございます。

憲法学者や有識者の多くが憲法違反であるとい

うことを指摘し、立憲主義を無視したものであ

るから、直ちに廃案にすべきであるというよう

に言われております。 

  昨日告示されました山形市長選挙、これも全

国的に注目を浴びているわけですけれども、こ

の中でも戦争法、賛成か反対かというような争

点も出されているということで、非常に大きな

問題だというふうに思っています。 

  市民の平和な暮らしを脅かし戦争への道を突

き進むことになる、戦争ができる国でなくて戦

争をする国になってしまうということになりま

して、すくすく育ったさがえっこたちが近い将

来、戦場に送られることになる。このことは、

本当に我々としても、親としてもそうですし、

多くの皆さんが心配していることであります。

奨学金返還免除などで経済的なインセンティブ、

いわゆる動機を与えることによって、自発的に、

主体的に自衛隊員になろうと、あるいは国防軍

であれば軍人になろうというふうなこうした募

集に応募するように仕向けるような、こうした

経済的徴兵制についても多くマスコミで報じて

いるわけでございます。 

  こうした一連の暴挙といいますか、そして戦

争法案の問題については今申しあげたとおりで

ありまして、明確に反対を示すべきだというふ

うに思っています。市長は、平和首長会議の全

国の会議の一員でもあられます。市長の基本的

な御見解をお伺いしたいというふうに思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 渡邉議員から、現在参議院で審

議されております安全保障関連法案についての

考え方はどうかという御質問でありますが、こ

の法案は御指摘のとおり我が国の平和にかかわ

る、そして国民全体にかかわる大変重要な法案

であるというふうに思っております。そして、

先ほど来ありましたとおり、反対する市民団体

のデモ集会などが報じられておるわけでありま

すし、また寒河江市内でも１日にはデモが行わ

れたということも承知をしているところであり

ます。また、憲法の解釈などについても議論が

ある、多く沸き上がっておるということも承知

をしているところであります。 

  やはり国民の声に真摯に耳を傾けながら国政

を運営していくということが大変大事なことだ

というふうに思いますし、国民の生命と平和を、

そして暮らしを守っていくというのは、やはり

国の責務だというふうに思います。ぜひ、この

法案に対してはさらに国会の中において議論を

深めていただく。そして、国民が納得いくよう

な丁寧な説明をしていただく必要があるという
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ふうに思っているところであります。 

  私は、これまでも機会あるごとに申しあげて

まいりましたが、核兵器のない平和な社会を守

り、後世に伝えていくというのが私たちの使命

であるという思いを常に持ちながら市政運営に

携わらせていただいているところでありますの

で、渡邉議員にも御理解をいただきたいなとい

うふうに思います。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 明確な反対という表明はないわ

けでございますけれども、私はしっかり、この

平和都市宣言にあるとおり不戦の誓いをしっか

り市民の皆さんに示すことが大事だというふう

に思っています。 

  戦後40年の節目を前に制定された本市の平和

都市宣言、1984年当時から30年間の歴史がござ

います。私、市民の皆さんもいろんな形で平和

行政に対して参加をしたり、いろんな関心を寄

せたりする機会があったと思いますが、これま

での事業実績、短期の分については先ほど伺い

ましたけれども、ぜひこの間の実績について教

えていただきたいし、その中でもぜひ前向きな

さらなるアクションをもっとどのように考えて

いるかも含めてお伺いしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 ただいま渡邉議員から御指摘あ

りましたとおり、寒河江市におきましては昭和

59年の７月に平和都市宣言を行って、市民の生

命や身体、財産を守り、市民が平和で健全な社

会生活を営むことを第一にということで市政運

営がこれまで行われてきたというふうにも思っ

ているところでございます。 

  そうした中で、これまでの取り組み状況、か

いつまんでということに申しあげますが、先ほ

ど近年の取り組み状況については遠藤議員のほ

うにもお答えをしましたので、それ以外の部分

についてお答えをしたいというふうに思ってい

るところであります。 

  平成７年には戦後50年という節目の年であり

ましたので、戦争と平和をテーマにした高校生

による座談会などもさせていただいたところで

ございます。それから、ただいま御指摘ありま

したとおり、平成25年４月には核兵器のない平

和な世界を実現することを目的とした平和首長

会議に加盟をさせていただいているところでご

ざいます。それから、戦没者追悼式、平和を考

える展などのパネル展、アニメ上映、さらには

平成23年には広島原爆投下をテーマにした演劇

の公演などもさせていただいているところでご

ざいます。さまざまな機会あるいは節目を通し

て、戦争と平和を市民の皆さんに改めて考えて

いただく、あるいは平和のとうとさを訴えるよ

うな事業についてこれまで実施してきたところ

でございます。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ありがとうございます。 

  私は、いろんな形で、遠藤議員からもありま

したけれども、いわゆる戦争遺跡とか遺品、防

空壕とか戦時中の貴重な資料などを、これは物

を残すということが大事でありまして、歴史的

な文化遺産にして、しっかり市でもっともっと

かかわっていくべきだというふうに思っていま

す。先ほど件数もお聞きしましたけれども、非

常に桁違いではないかなというぐらいにちょっ

とびっくりしてしまったところです。 

  私も本市の戦没者追悼式のほうに参列させて

いただいて、戦地からの手紙という西長少尉が

お母様に宛てて送られた……。本当に涙がとま

らなかったですね。あれを私も拝見、拝聴いた

しました。その後、御遺族に会う機会がありま

したけれども、映画「永遠の０」のような美し

い、美化したものではないというふうに遺族の

方は語っておられました。敗戦後70年において、

風化させたり、美化したりというふうなことは

だめだというふうなことで、しっかり保存も含

めて取り組みを進めていくべきだという市民の
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声は高まっております。戦後70年を契機に、二

度と戦争の過ちや悲劇を繰り返さないため、広

く市民の皆さんに貴重な写真とか記録の御提供

を求めてはいかがでしょうかというふうなこと

です。 

  先週土曜日に私も、西根地区戦没者追悼式と

いうのがありまして、参加させていただきまし

た。その後に御遺族の方に伺って、日中戦争で

戦死された方、西根村の村葬ですね、これがあ

ったというふうな貴重な写真を拝見いたしまし

た。1939年、昭和で言うと14年９月９日の村葬

でありました。そういうふうな現存している戦

争の爪跡とか防空壕とかさまざまな遺跡も含め

てなんですけれども、こうしたものは市報とか

ホームページということもあったんですけれど

も、さくらんぼ大学などの講座にして、しっか

りそこに多くの皆さんを呼んで広めてもいいん

じゃないかというふうに思うんですけれども、

これについてはいかがでしょうか。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 まず、市民に写真や記録など

の提供をという御質問でございますが、遠藤議

員の御質問にもお答えいたしましたけれども、

戦争関連関係資料につきましては市史近代編の

中の太平洋戦争の記述に際して多数の貴重な写

真とか資料を市民の方々から提供いただいてお

りまして、調査をした上で市史に掲載しており

ます。 

  教育委員会といたしましては、引き続き市史

編さん事業の中で本市の貴重な歴史資料の収集

及び記録の保存に努めて、後世に継承してまい

りたいとこういう考えでおりますので、御理解

をいただきたいと思います。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 先ほどちょっと提案した、さく

らんぼ大学なんていうところも一つのきっかけ

になるんじゃないかということについてはいか

がでしょうか。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 確かに、さくらんぼ大学の中

で歴史講座のような学部がございますけれども、

それは受講する方々の声なども考えながら、聞

き入れながら、今後いろいろな学部のあり方、

そんなところも検討していきたいと思います。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 私もさくらんぼ大学に入学させ

ていただいて、歴史学部の受講生でございます

が、そうした昭和の歴史については残念ながら、

古代史とか中世、この辺は非常に専門的にされ

るわけですけれども、近代史、特に昭和史につ

いてはまだまだたくさんの知りたいという声が

大きいというふうに思いますので、よろしくお

願いしたいと思います。 

  次に、戦争体験者から語り継がれる史実の記

録、保存については、先ほど遠藤議員の御答弁

にもございましたので、市史編さんというふう

なことも今ございましたけれども、ぜひ対象者

というか御遺族や戦争体験者が御高齢になって

いるというふうなこともあり、そんなに時間が

ないというふうなことで、お話をお伺いしたい

んだといっても壮絶な戦歴とか悲惨な思い出が

よみがえってきて、せっかく忘れようとしてき

たのに思い出したくないというふうに言って断

られる方も多いわけでございます。したがいま

して、執筆していただけるのであればその原稿

を依頼したり、可能な限りビデオ撮影とかそう

したことで後世に残していく、そうした努力が

必要だというふうに思うんですけれども、いか

がでしょうか。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 これも遠藤議員の御質問にお

答えいたしたところでございますが、ことし８

月の市立図書館での戦争の体験談を聞くつどい

というものを開催したわけでございます。体験

をした２人の市民の方から体験談をお話しいた

だいたところであります。 
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  このような事業というのは、生の戦争体験を

語り継ぐという意味で極めて大事なことだとい

うふうに思いますし、今後も開催をしていきた

いというふうに考えております。ただ、一方で

今回お話ししていただいたお二人にも大変御負

担をおかけいたしましたけれども、事業を行う

上で戦争体験者の高齢化ということも大きな課

題であると思っているところでございます。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ありがとうございます。 

  ぜひそうしたことから、時間がないというふ

うなことは共有させていただいて、ぜひ前に進

めていただければというふうに思いますので、

よろしくお願いします。 

  この項目の最後になりますけれども、小中学

生に対する昭和歴史教育と平和教育のさらなる

推進に向けてでございます。 

  まず、先ほど他市の取り組みなど、特に米沢

市などの例が御答弁あったわけですけれども、

南陽市は既に沖縄への派遣なども取り組んでい

るというふうなこともありましたので、御確認

をしていただければというふうに思います。 

  市内の小中学生向けの講座というふうなこと

をぜひ御提案したいというふうに思います。さ

くらんぼ大学とはまた別に、小中学生向けに、

いかに戦時中は市民生活が大変だったかという

ふうなこと、また戦争が一度起きてしまえばど

んなことになってしまうんだというふうなこと、

これらを後世に語り継ぐことは今生きている

我々の使命であって、戦争で命を落とされた先

人への供養であるというふうに考えています。 

  また、中学生、高校生向けのそうした派遣事

業についてもそうなんですけれども、ぜひ青少

年平和の旅とか国際姉妹都市との文化交流など

を通じて、青少年草の根平和交流などを実施し

ながら、特にこれから大人になっていく子供た

ちに対する教育について、現地を見なければわ

からないことはたくさんありまして、そこをぜ

ひ進めていくべきだというふうに思うんですけ

れども、いかがでしょうか。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 まず、小中学生向けの昭和史、

昭和の歴史の講座ということでございましたが、

まずそれにお答えしたいと思いますけれども、

先ほど来申しあげておりますように、例年市立

図書館で平和に関するアニメ上映会とか原爆パ

ネル展とか、あるいは戦争と平和に関する図書

の企画展示、こういった平和関連事業というも

のを実施しております。そして、ことしは体験

談を聞く集いというものを開催したところでご

ざいますけれども、小中学生にも戦争を知る機

会を提供できたものと思っております。 

  お話にありました小中学生向けの昭和の歴史

講座、この開催につきましては、地区公民館で

開催しております少年教育講座、こういったも

ので取り上げることができないか検討してみた

いと思っております。 

  それから、派遣事業として市内の中高生向け

に沖縄、広島などを訪問するというこういう御

提案でございましたが、中学、高校生の広島等

の訪問につきましては、これも遠藤議員の御質

問にもお答えしたとおりでございますが、さま

ざまな課題があると思っておりますので、今後

研究をさせていただくことで御理解をいただき

たいと思います。 

  つけ足して申しますと、平成25年度に陵南中

学校において戦争末期の沖縄を舞台にした劇団

トマト座というところの「ひめゆり」という演

劇教室を開催しております。生徒たちにとって、

平和の大切さとか生命の尊厳とか、こういうも

のについて考えてもらうきっかけになったなと

いうふうに思っているところでございます。平

和教育ということでは、こういう授業も効果的

なのではないかと感じたところでございます。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ありがとうございます。 
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  私は、戦後70年の節目の年だというふうなこ

とで、もっともっとこれを契機に、今後に悲惨

な歴史を語り継ぐ、そうした行動、アクション、

そういったものをもっともっと進めていく必要

があるというふうに思いますので、今教育長の

ほうからも御答弁ありましたけれども、ぜひ今

後の検討については前に進めるような形でぜひ

お願いしたいというふうに思っております。 

  続きまして、通告番号17番でございます。屋

外競技スポーツのさらなる振興と生涯健康長寿

社会の充実についてでございます。 

  寒河江公園、長岡山、以前は盾であったとい

うふうなことも書かれているわけですけれども、

これについて今、都市計画マスタープランの見

直しの時期にもなっているわけですけれども、

ここの問題、課題についてでございます。 

  昨年９月議会で新宮先輩議員の一般質問のや

りとりを踏まえた質問をさせていただきたいと

いうふうに思います。 

  １つ目は、地域ワークショップ、座談会、パ

ブリックコメントなどによって意見集約がなさ

れ、計画がつくられたというふうな御説明なん

ですけれども、その中身についてでございます。

寒河江公園再整備計画作成段階においては、多

くの市民の皆さんから出された意見があるとい

うふうなことでありますけれども、件数の総数

は一体何件だったかというふうなことです。 

  ホームページのほうに、パブリックコメント

は７件ありましたよというふうな表示がされて

いるわけですけれども、このパブコメの内容の

公開などは一切なく、どんな市民がどんな意見

をされたかなんていうのは一般の皆さんはわか

らない状況であります。市民の皆さんからは、

夜間照明一つにしても花に光を当てるのも大事

だけれども、人間にも当ててくれというような

切実な声が多いわけであります。およそ１カ月

だけのイベントに対する、これは不満でありま

す。ツツジゾーンだけでなくて、花木林の花咲

かゾーンの整備も今後行っていくんだというふ

うな御答弁もありましたけども、１カ月しか照

明がつかないようなところで、なかなか市民に

愛される公園づくりというのはいかがなものか

というふうに思われます。 

  したがいまして、ぜひ計画の段階でのそうし

た御意見の中身などについて御質問をさせてい

ただきたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 まず、平成25年の６月にこの寒

河江公園の整備基本計画というのを策定させて

いただきましたが、その策定の際には市民の皆

さんを対象にしたワークショップ、それから説

明会などをそれぞれ２回ずつさせていただいた

ところでございます。また、途中経過におきま

しては、定例議員懇談会などで議員の皆さんに

も御説明をして、御意見を頂戴して、その後パ

ブリックコメントをさせて、また御意見を頂戴

したということであります。 

  市民の皆さんからワークショップ、それから

説明会などで出された意見としては、大型車が

利用しやすいアクセス道路や駐車場の整備、そ

してツツジを含めた四季を通して楽しめる公園

の整備、運動施設の充実、それから子供たちが

楽しく遊ぶことのできる場所の整備、トイレ・

ベンチなど公園整備の充実などの御意見がござ

いました。 

  それから、議員御指摘のパブリックコメント

については７件の御意見がございました。説明

を申しあげますと、１つは野球場のスコアボー

ド、フェンスなどの整備の充実、それから２つ

目は遊歩道の整備、３つ目はスポーツ活動の振

興拠点に位置づけての公認トラックとクロスカ

ントリーコースの整備、４つ目が長岡山から眺

望を楽しむことのできる場所の設置、５つ目が

既存特性を生かした身近な自然空間づくり、６

つ目が冬場、冬期や悪天候に対応できる子育て

を支援するための大規模な屋内遊戯施設の建設、
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７つ目がさまざまな人がイベントを開催できる

ようなスペースの確保などということで、７つ

の御意見がありました。 

  市としては、さまざまな御意見をいただいた

中で、これからの具体的に実現可能性の高い内

容などを検討させていただいて整備をしていく

ということで、基本計画を策定したところでご

ざいます。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ありがとうございます。 

  ７つのパブコメの簡潔な御説明もございまし

たけれども、３番目は私が実は御提案をさせて

いただいたものでありました。特に、スポーツ

活動、公認グラウンドとか陸上競技場もそうな

んですけれども、そうした施設の整備について

はまだまだ不十分ではないかというふうな御意

見を申しあげたつもりでございました。なかな

かホームページをクリックしても公開されない

ということで、非常に不信感を持っていた一人

でもございましたけれども、今明らかになった

のでちょっとだけ安心しました。 

  都市公園整備における優先順位というのは、

当然今回重点プロジェクトということで一くく

りあるわけですけれども、果たして投資効果と

いうふうなこともありますが、一般市民にはい

わゆる整備の重要性というところがなかなか理

解されていないというふうなところはございま

す。 

  都市公園については、特に年間１回も行った

ことがないなんていう人も中にはいらっしゃる

かもしれないし、私はもう１日に２回行くとき

もありますけれども、そうやって使っている人

もおります。そこのいわゆる基準ですね、緊急

性とか必要性、熟度、効果については、４つの

判断基準ということで、これは道路や側溝整備

の中で優先順位基準があるわけですけれども、

都市公園についてどのようにお考えなのか。 

  つまり、昨年の市長答弁では、その時々の状

況に合わせ、重点プロジェクトの事業は必要性

なども含め見直していくんだというふうなこと

もあったわけでありまして、私はその答弁をお

聞きして、録画でお聞きして、今出されている

アクセス道路の位置や駐車場の確保などについ

ても、この重点プロジェクトになっているわけ

ですけれども、県立寒河江高校の旧体育館の跡

地の更地部分や県成人病センターの移転などが

新たに出てまいりまして、新たな土地利用につ

いても検討すべきでないかというふうな声が出

されています。特に、用地取得なんていう形じ

ゃなくて、１カ月であれば臨時駐車場として借

り上げることも選択肢としてはあるんじゃない

かというようなことも市民から出されておりま

して、こうしたところについて御見解を伺いた

いと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 長岡山、寒河江公園の整備とい

うのは、重点プロジェクトの一つに位置づけて

おるわけでありますが、この重点プロジェクト

というのは、御案内のとおり新第５次振興計画

の中のプロジェクトということであります。新

第５次振興計画は、27年度までの計画期間のプ

ロジェクトということになっているわけであり

ますので、今新しい計画を検討中でありますが、

そういった中で今後このプロジェクトについて

どういうふうに引き継ぐかというのは、今は検

討中でありますが、そういった中で基本計画と

いうものをつくらせていただいて、山全体を６

つのゾーンに分けて整備を図っていくという基

本計画をつくらせていただいたところでありま

す。そういう意味で、基本計画、大変期間も長

く、あるいはまた経費もかかっていくという計

画になっておりますから、そういう意味では優

先順位を決めて整備を進めていくということは

当然必要になってきたところであります。 

  これは、先ほど御指摘のあった公共事業の整

備優先順位基準とはまた別に、プロジェクトの
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中で優先順位を決めていくということにしたと

ころでありまして、そういった中でやはりアク

セス道路の整備、そして駐車場の確保というの

が最優先に取り組んでいくべき事業なのかとい

うことで、優先的に進めさせていただいている

ところであります。 

  特に、アクセス道路の整備については、少し

そういう環境が変わってきたので見直しをすべ

きではないかなどという御指摘もいただいたわ

けでありますけれども、我々としても必ずしも

１回決めた計画に固執しているわけではありま

せんし、またそういう状況の変化なども十分踏

まえた上で整備を進めていくことについて常に

見直しをしていっているところであります。 

  そういった意味で、現在進めているアクセス

道路のルートあるいはそういう場所などについ

ては、当初予定した計画で進めていくことに支

障はないというふうにも思っているところであ

りますので、御理解を賜りたいというふうに思

います。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ちょっとここでなかなか理解で

きないのは、重点プロジェクト、これは当然大

事だというのはわかりますし、ランドマーク的

な位置づけというのもわかるんですけれども、

一般市民の皆さんはやっぱり通勤、通学、いわ

ゆる生活道としての優先度のほうがずっと高い

わけでありまして、例えばアクセス道路一つに

してもそこを使って通学できるとか、通勤でき

るなんていうふうなところには、残念ながら、

できなくないかもしれませんけれども、ほとん

どつつじまつりやそのイベント、その他ぐらい

しかちょっと活用できないのかなというふうな

ことで、本当にその辺も含めて振興計画の策定

の中でも議論をすべき課題であるというふうに

思っています。 

  寒河江公園の再整備計画については、その中

で市陸上競技場、そして市野球場という体育施

設があるわけですけれども、非常に改修リニュ

ーアルというふうな声があるにもかかわらず、

先送りされたり消えたりしているわけです。市

民の関係者からお聞きしたところ、過去に陸上

競技場は天童に行けと、野球場は河北町や中山

町にあるから整備不要なんだということが言わ

れてきたそうです。若者の定住や人口減対策を

今必死になってやっている中で、こうしたハー

ド整備不要論はますます人口流出に拍車をかけ

る一因ではないかというふうに言われているわ

けでございます。 

  実際、天童や山形に行った私の後輩なども、

そっちにうちを建てた人も多いです。スポーツ

で長岡山をもっとにぎやかにできないかという

ふうなこともぜひ検討していただきたいという

ふうに思います。 

  その中で、市陸上競技場を多目的運動広場に

する計画があるわけですが、陸上競技場として

の機能は一体この計画の中でどこに行ってしま

ったんだというふうな声が高まっています。60

年前につくられた300メータートラック、昔は

草競馬などもされていたというふうなことです

けれども、非常に老朽化が進んでおりまして、

30年ほど前から既に競技場として公認グラウン

ドにはならない。いわゆる400メータートラッ

クが基準になって、これまでの競技大会は大江

中や寒河江高校のグラウンドをやむなく借用さ

れてきたというふうな経過がございます。 

  中体連の大会は、いろんなジャンボタクシー

とかバスを使って、天童の総合運動公園のＮＤ

スタジアムまで行っているわけですよね、今。

西村山郡内では競技ができないというのも甚だ

残念でありまして、東京オリンピックにあれだ

けの予算をつぎ込むという国とか東京都の姿勢

もありますので、これを契機に現在の競技場を

しっかりと全天候型400メータートラックに全

面改修するか、あるいは市有地があるわけです

ので、そこを活用して新設すべきというような
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声がございます。 

  例を申しあげますと、北村山管内の中学校、

何校かあるわけですけれども、もう20年ほど前

から中学校のグラウンドがそういう400メータ

ートラックで全天候型になっているということ

もございまして、西村山は何一つないというよ

うなことも郡外の方から言われているような状

況がございます。これについて、ぜひ前向きな

御答弁をお願いしたいというふうに思います。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 まず、市の陸上競技場の利用

状況でございますけれども、さくらまつり等の

駐車場としての利用が43回と最も多くございま

す。次に幼稚園や町内会の運動会の利用、３番

目には市営野球場の練習会場として使用されて

いる。また、陸上関係では県ジュニア駅伝の練

習に６回ほど使用されていると、こんな状況で

ございます。 

  さて、市内には公認されている陸上競技場と

いうのは、第４種公認であります県立寒河江高

校の運動場がございまして、６月の西村山陸上

競技県選手権大会、あるいは９月の西村山地区

秋季陸上記録会などで使用されております。ま

た、６月の西村山中学校総合体育大会陸上競技

の部につきましては、天童市にあります山形県

総合運動公園陸上競技場で開催されているとい

う状況。 

  このような現状を考えますと、市の陸上競技

場の整備につきましては、一定の必要性も認め

られるというところでありますが、一方ではこ

れからの人口減少あるいは財政面などの側面か

らの検討も必要でありまして、市民の皆さんの

声をお聞きしながら今後の課題とさせていただ

きたいと思います。 

○國井輝明議長 この際、暫時休憩いたします。 

  再開は午後１時といたします。 

 休 憩 午前１１時５６分  

 再 開 午後 １時００分  

○國井輝明議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

  渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 休憩前に御答弁いただきました

けれども、人口減少の面からもこれから検討さ

れるというふうなことでありました。平成27年

度教育委員会の事務事業点検評価報告書により

ますと、体育施設整備事業ということで33ペー

ジに拡充と、今後の対応については拡充という

ふうなことも出されておりまして、ぜひそこも

含めて検討をお願いしたいというふうに思いま

す。 

  さて、昭和41年につくられました市野球場の

改修計画というものが今後終わりなのかどうか、

お聞きしたいと思います。 

  山形市営球場については、マスコミで報じら

れているように移転、新築をするというような

ことがございました。もし、可能であれば山形

市営球場の移転によって発生する中古備品など

も活用すべきではないかというふうな声も上が

っております。 

  あと、市内外の障がい者や高齢者が段差のな

いフラットなコース、いわゆる芝生とかウッド

チップなどを使った長岡山のクロスカントリー

コース、こうしたものも要望されております。

障がい者である弱視の方や車いすを利用される

方々にとって、利用しやすいバリアフリーの公

園に整備すべきというふうなところも再整備計

画の視点の中で出されておりまして、ぜひクロ

スカントリーコース、いわゆるクロカンについ

てもそういった点を含めて整備をお願いしたい

というふうに思います。 

  最後に、改修や新設整備については現在も維

持管理面で雇用されておりますシルバー人材セ

ンターの方々の雇用をさらに拡大できるように

要望書なども出されておりますので、考慮して

いただいて、雇用の場というふうな創出も必要

だというふうに思いますが、御見解を伺いたい
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と思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 市の野球場の改修整備計画とい

うことでありますが、基本計画の中で記載をし

ておりますのは老朽化した野球場のスコアボー

ドの新設、さらにはダッグアウト、バックスタ

ンド、それから観客席などの更新、それからあ

わせて既存のトイレのバリアフリー化などとい

うことで、今の基本計画の中では計画をしてい

るところでございます。 

  この公園全体の基本的なコンセプトとして、

やはり御指摘にもありましたように、ユニバー

サルデザインというものを導入して、障がい者

の皆さんあるいは高齢者の皆さんにも優しい公

園を目指していきたいというふうに考えて、そ

ういったことを踏まえて整備を実施してまいり

たいというふうに思っているところであります。 

  クロスカントリーコースの新設という御提案

もありましたけれども、現在の基本計画には載

っておりませんけれども、今後いろんなニーズ

などもお聞かせいただいて、研究をしていきた

いというふうに思っているところであります。 

  それから、シルバー人材センターのさらなる

活用ということで、現在も主にシルバー人材セ

ンターのほうにお願いをして維持管理していた

だいておりますが、さらに公園の整備が充実し

ていくことになれば、さらにその維持管理の方

法などについても充実をしていかなけりゃなら

んというふうに考えておりますので、そういっ

た際には、シルバー人材センターのさらなる活

用などについても十分念頭に置きながら検討し

ていきたいというふうに考えております。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ありがとうございます。 

  特に、クロスカントリーコースなどはなかな

か平野部にはないわけでありまして、今、蔵王

の坊平とか西川町の弓張平、こっちまで行かな

いと練習ができないというふうなこともありま

して、立派なコースができれば大型バスを何台

でも連ねてこちらにいらっしゃる方が多いと思

います。ぜひそういった面も含めて御検討をい

ただくようにお願いしたいと思います。 

  さて、次に、原発再稼働に反対する趣旨から

も太陽光や小水力発電などによってスポーツ施

設の夜間照明のさらなる拡大について御質問を

させていただきます。 

  市の施設、特に既存スポーツ施設については、

夜間照明で自然エネルギーがどの程度活用され

ているかわかりませんので教えていただきたい

と思います。 

  今、やりとりさせていただいている寒河江公

園や西根公園などにももっと拡大し、活用すべ

きだというふうな声が上がっているところです。

特に、現在の陸上競技場については、照明がな

く夜間トレーニングもできないと、県縦断駅伝

の選手の皆さんからも非常に残念な声が上がっ

ています。これは、警察当局の防犯上も問題が

あるというふうにこれまでも指摘されてきたと

ころでありまして、早期に整備が必要だという

ふうに思っております。 

  さらに、自然エネルギーを有効活用して、屋

外スポーツトレーニングができる場所の確保と

いうふうなことで、１点だけ御提案申しあげま

すと、文化センターの駐車場の外周などを利用

して、自然エネルギーを活用した夜間照明、ま

た融雪によって冬期間でもランニングコースや

ウオーキングコースなどが確保できるように進

めていってはどうかというふうなことも出され

ておりますので、あわせて御見解をお聞きした

いと思います。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 何点か御質問ございましたが、

まず初めに自然エネルギーの活用についてでご

ざいますけれども、現在市のスポーツ施設にお

きましては夜間照明に太陽光発電を活用してい

るのが、グリバーさがえにおきまして照明灯の
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８基、それから２カ所のトイレでの換気に活用

しております。自然エネルギーの活用を図ると

いうことは、地球温暖化の防止などの自然環境

の保護の観点からも大切なことだと思います。

一方では、導入コスト等が高いということがご

ざいます。グリバーさがえにおいては、設置場

所が河川敷地内であることの事情から夜間照明

などに太陽光発電を採用しておりますが、他の

施設では経済性や明るさを考慮し、電気事業者

からの電力の供給による照明灯を採用している

ところでございます。 

  今後、スポーツ施設への太陽光発電などの自

然エネルギーの採用につきましては、現時点で

はコスト面から課題も多いものと考えておりま

すので、御理解をいただきたいと思います。 

  それから、２つ目は陸上競技場の夜間照明の

問題でありますが、市陸上競技場の夜間照明設

備につきましては、利用者の声をお聞きしなが

ら、その必要性を検討してまいりたいと考えて

おります。 

  最後に、ランニングコースでございますが、

文化センターの駐車場の外周部、現在ランニン

グコースとしての幅がないために改修をして、

ランニングコースの幅を確保することとなりま

す。しかし、これによりまして、現在でも駐車

可能台数が少ない現状にありまして、さらに駐

車可能台数が減少するということで、催し物な

どの事業に影響が生じることが考えられます。

また、ランニングコースが駐車場の外周となる

ことから、駐車場に出入りする車とランナーが

交差してしまいまして、安全上の問題などが生

じるということが考えられます。こうしたこと

から、文化センター駐車場の外周へのランニン

グコースの整備はなかなか難しいものと考えて

おります。 

  なお、市民体育館の２階にランニングコース

もありますので、ぜひこちらのほうの活用もい

ただければと考えております。 

○國井輝明議長 渡邉議員に申しあげます。 

  一般質問は一問一答で行うようになっており

ますので、よろしくお願いいたします。渡邉議

員。 

○渡邉賢一議員 それでは、次の市民のいきいき

健康づくりと生涯スポーツの普及について御質

問をさせていただきます。 

  １つは、「市民歩け歩け運動」とか「市民ラ

ジオ体操」を復活させ、あるいは今つくられて

いる「市民歌のびのび体操」の普及、またシニ

ア向けの介護予防ということで、いろんな心身

の健康づくりについてもっと具体的に前に進め

ていくべきというふうな市民からの声がござい

ます。 

  「健康さがえ21」における運動量の増加、プ

ラス1,000歩、プラス10分というふうな数値目

標などが出されていますけれども、こうしたと

ころをどうやってクリアしていくかというふう

なことや、現在環境音楽しか流れていないこの

防災無線の活用なども視野に取り組みを進めて

いってはどうかというふうな声がございますけ

れどもいかがでしょうか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 生涯を通して心身ともに健康で

生き生きと暮らすというのは、どなたも願うこ

とでありまして、そういう意味で市の発展の活

力を維持していくためにも健康づくりというの

は大変大事なことだというふうに思いますし、

そのための健康寿命を延ばしていくという意味

で「健康さがえ21」を昨年度策定させていただ

いて、さまざまな取り組みをさせていただいて

いるところであります。 

  先ほど渡邉議員の御指摘のあった取り組みも

その中でしていくところでありますが、なかな

かまだ去年スタートしたばかりということで、

その普及にこれからやっぱり一生懸命になって

いかなきゃならんというふうにも思いますし、

そのためには市が幾ら音頭をとっても、それを
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地域の中で実際に取り組んでいただく人が大事

だろうというふうに思いますから、そういう地

域の中での人づくりなどもさせていただきたい

なというふうに思っているところであります。 

  また、防災行政無線を使ってはどうかという

ような御指摘もありましたが、去年の８月に防

災行政無線の利用をどうしていくかということ

で町会長連合会、それから自主防災組織の皆さ

んから基準を決めていただいているところであ

りまして、今基準に沿って防災情報に限定をし

て防災行政無線を使った情報を提供していると

いうことでありますが、開始から８カ月たちま

したから、改めて運用について検討をしていた

だいて、できる限りいろんな面で活用しただく

防災行政無線にしていきたいというふうに考え

ておりますので、御理解をいただきたいなとい

うふうに思います。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ありがとうございます。 

  寝たきりゼロということが社会的に言われて

いまして、介護現場においても専門トレーナー

による軽体操とか音楽療法などを導入して、も

っともっと機能回復していってはどうかという

ふうなことが言われております。あわせて、生

涯スポーツ、そういうトレーニングなども今後

念頭に導入すべきだろうというふうに思ってお

りますけれどもいかがでしょうか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 介護現場においては理学療法士、

それから作業療法士、看護師等々の専門職によ

って、ニーズに合わせて専門的なトレーニング

をしていただいているというところであります。

軽体操、それからストレッチなどについてもニ

ーズに合わせて介護現場で対応していただいて

いるというふうに思っているところであります

ので、それぞれの利用者の皆さんのいろんな声

をお聞きしながらさらに充実していって、健康

寿命の延伸に取り組んでいきたいというふうに

考えております。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ありがとうございました。 

 

内藤 明議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号18番から21番について、

15番内藤 明議員。 

○内藤 明議員 お昼からの一般質問であります

が、睡魔などに襲われないように私もめり張り

をつけて質問をしてまいりたいと思いますので、

よろしくお願いを申しあげます。 

  質問通告に従って市長並びに教育長に質問を

いたします。 

  初めに、共通番号制度、いわゆるマイナンバ

ー制度の懸念される問題と課題について市長に

お尋ねをいたします。 

  去る９月３日、改正ナンバー法が、マイナン

バー法が衆議院本会議で成立をし、活用範囲が

現在決まっている制度より広がり、国による金

融資産の監視体制が強化されることになりまし

た。 

  １つの番号に多くの個人情報をつなげるマイ

ナンバー制度は、行政の効率化や国民の申請手

続を簡素化するなどのメリットを生むとしてお

ります。一方で、年金情報の流出問題を受けて

情報漏えいの懸念は高まり、国による国民監視

が進むのではないかとの不安も根強く残ってお

ります。また、制度の対象範囲拡大は徴税の公

平化につながる反面、リスクも大きくなること

が指摘され、利便性と危険性が背中合わせにな

っております。 

  そこで、最初に基本的なことについて伺いま

す。 

  総務省は、個人番号を知らせる通知カードは、

住民票のある住所に発送するとしておりますが、

ドメスティック・バイオレンスやストーカーな

どに伴うトラブルがあった場合、カードが入手
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できないおそれがございます。どのように対応

するのか伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 ことし、来る10月５日からマイ

ナンバー法が施行されまして、住民票を有する

全ての方に12桁の個人番号、マイナンバー、そ

れから氏名、住所、生年月日、性別が記載され

た通知カードが住民登録している住所に簡易書

留で送付されることになっております。 

  しかしながら、議員御指摘のようにＤＶなど

の被害者の方、あるいは東日本大震災の被災者

の方、ひとり暮らしで医療機関や施設に長期間

入院、入所している方など、やむを得ない理由

により住所地において通知カードを受け取るこ

とができない場合も出てくるというふうに思い

ます。このような方々に対しては、居どころ、

居所情報を登録していただくことによって、当

該居所で通知カードを受け取ることが可能とな

ってまいります。この居所情報の登録申請につ

いては、現在国のホームページで広報しており

ます。本市においても市報やホームページなど

で広報、周知を図ってまいる考えであります。 

  また、国県においては、医師会などの関係団

体や施設などに対して、ひとり暮らしで医療機

関や施設に長期間入所、入院している方などに

対する周知の協力依頼を行っております。寒河

江市におきましても同様に市内の病院や老人施

設などに協力依頼を行ったところでございます。 

  さらに、避難者の方には、避難者支援だより

で広報も行っております。 

  今後も介護保険や婦人相談などの各部署の協

力をいただくとともに、関係機関と連携を密に

しながら、ＤＶなどの被害者の方を初めとした

やむを得ない理由によって住所地において通知

カードを受け取ることができない方々に対して、

通知カードが確実に送付されるよう努めてまい

りたいというふうに考えているところでござい

ます。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 次に、こうした場合の想定マニ

ュアル等は、作成はしてあるんでしょうか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 マイナンバー法におきましては、

市町村は住民票に個人番号を記載したときは、

通知カードにより本人に通知しなければならな

いと規定されているわけであります。例えば、

転入転居などの住所変更の際には、窓口で通知

カードの提出を求められることになりますので、

通知カードを確実に送付することが求められて

いるわけであります。 

  こうしたことから、国ではやむを得ない理由

によって住所地において通知カードの送付を受

けることができない者に対する通知カードの送

付に係る事務処理要綱というものを定めるとと

もに、質疑応答集も取りまとめて我々のほうに、

市町村に通知をしているところでございます。 

  その質疑応答集では、例えばＤＶ等被害者の

方が居所情報の登録申請を忘れてしまったため

に通知カードが加害者側に渡ってしまった場合

の取り扱いなどについても記載されております。

法第７条第２項の規定、これは「個人番号が漏

えいして不正に用いられるおそれがあるときは、

本人からの請求または職権によって、個人番号

の変更ができる」という規定でありますけれど

も、この規定に基づいた対応あるいは適切な事

務処理を行っていく所存でございます。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 昨今のニュース等を見ておりま

すと、やっぱりＤＶなどの被害者にとっては、

居住地を知られるというふうな情報の漏れとい

うのは大変重要で、しかも命取りになるような

事件が発生しておりますので、私は絶対に安全

だというふうな方法でなければならんというふ

うに思いますけれども、ただいま市長が御答弁

になったような形でそれが担保されるのかどう

か、改めて伺っておきたいというふうに思いま
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す。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 我々としては、議員御指摘のよ

うなことが絶対あってはならないというふうに

思いますので、そういったことが起こることを

想定しながら、きちっとした対応に努めていき

たいというふうに思いますし、そういうふうな

ことについては国のほうでも対応マニュアルと

いうものをつくって我々のほうに通知をしてお

りますから、それに沿う形で十分意を用いてま

いりたいというふうに思います。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 ぜひよろしくお願いをしたいと

いうふうに思います。 

  次に、この制度導入による費用対効果につい

てお尋ねをしたいと思います。 

  新聞等が報じるところによりますと、制度の

スタートによって行政機関は自治体や税務署な

どに分散している所得や年金、社会保険などの

個人情報を番号を使って照会しやすくするなど、

行政手続を簡素化したり、効率化したり、ある

いは脱税などの不正行為を防いだりする効果が

あるというふうに紹介をされております。 

  ところで、一方の主体者となっている住民の

ほうはといいますと、公的な身分証明書である

とか、あるいはコンビニ等で住民票がとれると

かなどにも使えるというようなことで、若干の

メリットがあるようでございますけれども、制

度導入の問題とされるようなことを払拭するよ

うな大きなメリットというのは、余り私にはな

いように思えてなりませんが、そこでお尋ねし

たいというふうに思っていますけれども、マイ

ナンバー制度の導入によって費用対効果として

考えられる市としての具体的なメリット、ある

いは住民の具体的な利便性の向上について伺い

たいというふうに思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 この導入に伴うメリット、ある

いは住民の利便性の向上にどういう役割を果た

すのかというような御質問でありますが、先ほ

ど内藤議員から御指摘のあったメリットなどに

一言で言えば尽きてしまうということがありま

すが、我々の市としては、先ほど来ありました

けれども、この導入によってさまざまな情報の

照合、転記、入力などに要する時間あるいは労

力というものが軽減されるということが大きい

メリットの一つだというふうに思いますし、ま

た国の機関あるいは市、それから県などとの間

での情報のやりとりというものがさらにスムー

ズになっていくということで、あるいは重複し

たような作業というものが軽減されていくとい

うことになりますから、行政事務の効率化とい

うものが図られていくというふうに思っており

ます。 

  住民の方に対する利便性はどうかということ

でありますが、先ほど御指摘もありましたが、

住民の方が年金とか福祉、税などに関する手続

をするときに提出する添付書類などがこれまで

に比べて軽減されるということで、手続が簡素

化されるという、そして御負担が減ってくると

いうメリットが考えられるというふうに思って

いるところでありますし、先ほどお話ありまし

たけれども、所得や他の行政サービスの受給状

況などについて把握しやすくなるということに

なりますので、不正受給などを防止ししていけ

るというふうにも考えているところであります。 

  御懸念は、個人情報の保護がどう守られてい

くのかということでありますので、我々として

もそこについては十分留意をしながら、さらに

市の独自利用などについても今後検討を重ねて、

さらに導入のメリットが享受できるようにして

いく必要があるかというふうに考えております。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 次に、費用ということで伺いた

いというふうに思いますが、この制度のシステ

ム構築に要する費用が推定でおよそ2,700億円
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程度というふうに見込まれているそうでありま

すけれども、そしてまた制度導入後の維持管理

費が300億円程度というふうに推定されている

そうであります。 

  そこで、お尋ねしたいというふうに思います

けれども、この制度導入の国による負担と、そ

してまた市が負担しなければならない経費の内

容について、事務事業別にお知らせいただけれ

ばというふうに思います。事務事業別にわかれ

ば、それにお尋ねしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 ちょっと細かくなって大変恐縮

なんですが、このマイナンバー制度導入の事業

費は２カ年に分かれております。 

  昨年度についてまず申しあげますと、住民基

本台帳システム改修費が約713万円、相互宛名

システム構築費が約454万円、税システム改修

費が約542万円、合計1,709万円というふうにな

っております。そのうち、住民基本台帳システ

ム改修と相互宛名システム構築費用については

その全額、そして税システム改修については費

用の３分の２が総務省の補助ということになっ

ております。総額1,519万円の補助交付を受け

ているところでございます。そういった意味で、

市の負担は約190万円というふうになっている

ところであります。 

  今年度分については、住民基本台帳システム

改修費に476万円、相互宛名システム構築費に

476万円、税システム改修費が452万円というこ

とで、合計1,404万円の事業というふうになっ

ております。補助の割合は、昨年度分と同じで

ありますので、総額1,234万円の、これは交付

申請をしているということになっております。

今年度分については、市の負担額が約170万円

というふうになろうかというふうに思います。 

  今のが総務省関係であります。 

  それから、厚生労働省関係、福祉関係のシス

テム改修もあるわけであります。これは、今年

度の事業というふうになります。これについて

は、事業別に申しあげますと、生活保護システ

ムについて228万円、障がい者福祉システムに

ついては379万円、児童福祉システムについて

は670万円、国保システムについては約750万円、

後期高齢システムについては394万円、介護保

険システムについては792万円、健康管理シス

テムについては361万円、年金システムについ

ては243万円、特別児童扶養手当システム83万

円ということで、総額3,900万円の事業になっ

ているところであります。 

  そのうち、年金及び特別児童扶養手当システ

ムについては、その費用の全額が国のほうから、

そしてそれ以外については３分の２が、国の、

厚生労働省のほうからの補助というふうになっ

ているところでありますが、現実的には総額

1,470万円の交付が見込まれるということで、

市の負担については2,430万円になるというこ

とであります。 

  我々のほうとしては、その基準額が我々の想

定した基準額より非常に国の基準が少ないとい

うことで、これについては県の市長会でも申し

あげて、国のほうに自治体の負担を生じさせな

いように要望をしているところでございます。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 私も率直に伺っておりまして、

国のいわゆる事業という割には、全部出しても

いかがなものかというふうに思っているんです

が、ちょっと少ないなというふうに感じたとこ

ろであります。ぜひ、市長が答弁なされました

ように、さらに要望を強めていただきたいとい

うふうに思っているところであります。 

  それから、マイナンバー制度の導入によって

地方自治体の効果の一つとして人件費が削減さ

れるのではないかというふうに言われておりま

すけれども、そこでお尋ねをしたいというふう

に思いますが、この制度導入によって将来どの

ぐらいの人件費の削減が想定されるのか、おわ
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かりになれば教えていただきたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 先ほど若干申しあげましたが、

導入によってさまざまな情報の照合とか転記、

入力などに要する時間あるいは労力は軽減され

るということを申し上げましたが、我々として

もそういうメリット、人件費の削減、軽減に期

待をしたいというふうに思いますけれども、ま

だ現実的にはこれから制度が導入されるという

ことで、今からのお話でありますので、具体的

にどの程度の人件費が軽減されるかということ

は、なかなか現時点では算定が難しい状況にな

ろうかというふうに思います。これからの事業

の推移を見ながら検証していく必要があるとい

うふうに考えております。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 算定が難しいということであり

ましたので、ぜひ私もこの制度の導入によって

人件費がさらに削減される方向になればという

ふうに期待をしたいというふうに思います。 

  次に、特定個人情報保護評価書の作成につい

てお尋ねをしたいというふうに思います。 

  さきの６月定例会の中で、一般質問に対する

お答えがありまして、特定個人情報保護評価書

を策定して公表するというふうなことがありま

したが、どのようになされているのか伺いたい

と思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 国を含めて全ての自治体の特定

個人情報保護評価書について、特定個人情報の

取り扱いに関する監視・監督等を行う国の機関、

特定個人情報保護評価委員会というのがござい

ますが、その委員会のホームページにマイナン

バー保護評価のページというのがございまして、

そこに記載されているところでありまして、寒

河江市の評価書もここで見ることができるとい

うふうになっているところであります。 

  我々としても市のホームページで見ることが

できないかというようなことも検討をさせてい

ただいておりまして、来年１月の制度導入に向

けて検討しているところでございます。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 私も事前に市のホームページの

ほうでずっと探しておったんですが、見つかり

ませんでした。ほかのやつは見つかったんです

けれども、残念ながら見つけることができませ

んでしたが、聞き取りしている、レクチャーし

ている間にわかりましたが、それでその評価書

はどの部署で作成されているのかお伺いをいた

します。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 国の基準がありまして、システ

ムを使用する主管課で作成するということにな

っているわけであります。したがいまして、住

民基本台帳システムについては市民生活課、そ

れから税システムについては税務課が作成する

ということになっております。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 それで、いろんな資料を見ます

と、第三者点検の実施についてなどもあるわけ

でありますけれども、本市ではどのような方法

でなされているのか、おわかりになれば伺いた

いと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 内藤議員御指摘にありましたが、

評価書作成に当たりましては、特定個人情報の

取り扱い件数及び取扱担当者の人数によって全

項目評価、それから重点項目評価、基礎項目評

価の３段階に分かれているわけでありまして、

いずれかの評価書作成が義務づけられていると

いうところであります。 

  寒河江市においては、この３つの段階の評価

の中で基礎項目評価のみの評価書ということに

該当するところでありまして、そういう意味で

は第三者の点検というものは求められておらな

いということでありますが、情報の漏えいなど
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の重大事故が万が一発生した場合などには、市

の情報公開・個人情報保護審議会において点検

をしていくということにしております。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 私も当初から全項目調査という

ふうな形でなされるんだろうというふうに思っ

ておりましたので、基礎項目評価ということだ

そうでありますから、いたし方ないというふう

に思いますけれども、こうした点検の必要性は

私もこれは必要だなというふうに思っておりま

すので、今後のそうした個人情報審議会等の中

で、事故なんかあっては困りますけれども、ぜ

ひ対応していただきたいというふうに思います。 

  それから、もう一つ、大変重要なことであり

ますが、セキュリティー対策について伺いたい

というふうに思いますけれども、このことに関

しては絶対安全というようなことはあり得ない

わけでありまして、リスク管理あるいはリスク

対応をどのように想定しているのか伺いたいと

思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 我々も議員御心配の点、大変重

要なところだというふうに思いますので、リス

ク管理、リスク対応というものに万全を尽くし

ていかなきゃならんというふうに思っていると

ころであります。 

  寒河江市におきましては、情報システム部門

においてマイナンバーを使用する業務を調査し、

リスク分析というものを行いまして、その結果

をもとにリスク対策を行っているところでござ

います。 

  現在の対策といたしましては、特定個人情報

を扱うシステムのインターネットへの接続制限、

それからＵＳＢメモリーなど外部媒体の使用禁

止などを実施しているところでありますが、今

後さらに対策を強化するよう検討してまいりた

いというふうに考えているところでございます。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 この制度そのものもいろんな不

安があるわけでありますけれども、特にこのセ

キュリティー対策というのは大きな住民の不安

だというふうに思います。マイナンバーを扱う

公的機関が情報漏えい対策を自己点検して安全

宣言をするというふうな仕組みも導入されてい

るそうでありますけれども、例えば日本年金機

構はそうした手続を踏みながらも年金情報の大

量の流出があったわけでありまして、その実効

性というのは非常に疑わしいものがあるという

ふうに思います。 

  プライバシーを国によって一方的に把握され、

そしてまた自分の情報がどのように使われるの

かというふうな不安や不信といいますか、そう

いうものが根強くあるわけでありますから、そ

うしたさらにセキュリティーの万全を期してい

ただくようにお願いをしておきたいというふう

に思います。 

  次に、マイナンバーの法規定によりまして公

益上の必要があるとき、番号につながる情報を

第三者に提供できるというふうなことがありま

して、提出先は主に警察等の捜査機関と想定さ

れているというふうに伺っております。市民、

国民にそのことに対する懸念が大変大きいわけ

でありまして、そこで自治体の長としての姿勢

をお伺いしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 御質問の特定個人情報について

は、このマイナンバー法において同法第19条各

号に規定する場合を除いて提供することができ

ないというふうになっております。これを受け

て、今回の議会に個人情報保護条例の改正を上

程させていただいて、その中で特定個人情報は

外部提供できないというふうにしているところ

でございます。 

  御質問は、警察が刑事事件を捜査する際の特

定個人情報の提供について御質問がありました

が、同法第19条第12号の規定により、これは例



 - 111 - 

外とされております。情報の提供を求められる

ということであります。 

  我々としては、そういう場合には法を遵守し

ながら適切に対応していくというふうに考えて

いるところでございます。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 今、例外的なものについて御答

弁がございましたが、その例外的に照会される

ような事務情報の範囲についてお伺いしたいと

いうふうに思いますけれども、捜査機関等に対

する情報提供については、いわゆる自分も自己

情報提供等の記録開示システムというものが、

つまりマイナポータルというそうでありますが、

これでもっては確認できないそうでありまして、

また来年１月に発足する制度運用を監視すると

ころの個人情報保護委員会の権限も及ばないと

いうふうにされているそうであります。 

  この法案の国会審議中に、この法案について

捜査範囲を超えて特定個人情報を分析したり、

あるいは他の捜査に活用したりすることは禁じ

られているというふうな見解を示したそうであ

りますが、そこで例外的に照会される事務情報

の範囲についておわかりになれば教えていただ

きたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 ちょっと個別具体の御質問であ

りましたので、担当課長のほうからお答えをさ

せていただきたいと思います。 

○國井輝明議長 月光政策企画課長。 

○月光龍弘政策企画課長 お答えいたします。 

  ただいま市長のほうの答弁にもございました

が、「行政手続における特定の個人を識別する

ための番号の利用等に関する法律」、これの19

条第12号の規定により例外規定が規定されてお

るところでございます。これにつきましては、

第14号まで規定されておりまして、例えば、全

てを読むのも時間の関係上、時間がございませ

んので、例えば第１項第１号「個人番号利用事

務実施者が個人番号利用事務を処理するために

必要な限度で本人若しくはその代理人又は個人

番号関係事務実施者に対し特定個人情報を提供

する」場合と、第５号あたりでは「特定個人情

報の取扱いの全部若しくは一部の委託又は合併

その他の事由による事業の承継に伴い特定個人

情報を提供するとき」と、あとは重立ったもの

としましては、12号にあります先ほどの警察関

係のものということで、そのほかについてはこ

の法令の条文をごらんになっていただければと

思います。以上です。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 もう少し具体的にお聞きしたか

ったんですが、つまり例えば市で取り扱うとこ

ろの例えば住民基本台帳の問題であるとか、あ

るいは、これは後でまた詳しくお聞きをしたい

というふうに思いますが、別のところでお聞き

したいというふうに思います。 

  次に、自己情報のコントロール権ということ

でお尋ねをしたいというふうに思います。 

  国民が自身の情報の取り扱いについて自分で

決める権利、つまりこうしたことについては自

己情報コントロール権というふうに言われてお

りますけれども、日本でも近年こうした考え方

に基づいてそうしたことが認められつつあると

いうふうに思います。つまり、自分の情報につ

いて流れに適切に関与できる権利は基本的人権

というふうに考えられるというふうに思います

し、その自己情報をコントロールすることを維

持するためにどのような方策があるか伺ってお

きたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 現在のシステムにおきましても、

住民基本台帳の登録内容については住民票で、

また介護の認定審査の結果などは本人への通知

で登録内容を確認していただいているわけであ

りますけれども、マイナンバーにつきましても、

これらと同様に本人の通知あるいは証明書など
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によって確認をしていただくというふうになろ

うかというふうに思っております。 

  個人番号カードを作成していただくと、先ほ

ど御質問にもありましたけれども、平成29年１

月稼働予定のマイナポータルというインターネ

ットのホームページから自分のマイナンバーが

どの業務に使用されたかなどの履歴の確認とい

うのが可能になるというふうになっております。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 このマイナポータルという機能

は大変重要なものであるというふうに私も思っ

ておりますし、透明性を高める上で必要なこと

で、自分の情報をコントロールする権利という

ことでは一部実現できるわけでありますから、

評価はできるわけでありますけれども、これが

全ての自己情報についてこれが可能なわけでは

ありません。したがって、行政としては、市長、

やっぱりここに心血を注ぐべきだなというふう

に思います。 

  国に対して改善を求めるというようなことを

やっぱりすべきじゃないかなというふうに思い

ますが、市長の御見解を伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 我々としてもそういう個人の情

報を自分がコントロールしていく、あるいはそ

ういう権利、基本的な人権としての権利という

ものを大事にしていかなきゃならんというふう

に思いますので、内藤議員の御指摘なども十分

受けとめながら対応をしてまいりたいというふ

うに考えております。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 それから次に、このマイナンバ

ー制度における中間サーバーの集約化、共同化

ということでなされるというふうにお聞きして

おりますので、お尋ねしたいというふうに思い

ます。 

  総務省は、昨年１月、中間サーバー・プラッ

トフォームとして共同化、集約化することを通

知しているそうでありますが、本市ではどのよ

うに対処される考えか伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 寒河江市におきましてもこの中

間サーバー・プラットフォームを利用するとい

うことで、昨年度、この開発、運営を行う地方

共同法人であります地方公共団体情報システム

機構に対しまして利用の申し込みを行っている

ところであります。 

  平成29年７月から利用開始するという予定に

なっているところでございます。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 次に、そこで端的にお伺いした

いというふうに思いますけれども、その中間サ

ーバーに関する経費というのは、どの機関で負

担することになるわけですか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 この費用については、全額総務

省の補助というふうになっているところでござ

います。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 管理運営についても総務省で持

つということになるわけですか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 我々としては、そういうことを

期待したいというふうに思います。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 市長の期待どおりにいけば私も

いいなというふうに思っていますけれども、ぜ

ひそのようになるように頑張っていただきたい

というふうに思います。 

  そこで、中間サーバー・プラットフォームの

ように情報が一括管理され、そしてここから情

報が漏えいするというふうになりますと、国民

のプライバシーが一挙に拡散することになるわ

けでありまして、国では中間サーバーでは本人

の特定には情報連携用の符号と各自治体の宛名

の番号を使い、マイナンバーや住所、氏名等は
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保存していないので漏えいしても特定できない

という説明はなさっていますけれども、記録し

ている情報とそれから記録している住民情報か

ら個人が特定されたり、あるいは特定される可

能性も非常に高いというふうに言われておりま

す。仮に自治体からの宛名番号が漏えいすれば、

幾ら強固なセキュリティーだとしても、漏えい

の危険性はゼロではないというふうに専門家は

指摘をされております。 

  そこでお尋ねしますが、この中間プラットフ

ォームはどこが責任を持つことになるのか伺い

たいと思います。管理についてですね。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 この中間サーバー・プラットフ

ォームのネットワーク全体の運営につきまして

は、地方公共団体情報システム機構が運営主体

となるところでありまして、主にネットワーク

の運用、それからハードウエアの障害監視及び

保守点検、保守作業というものを行うことにな

っております。 

  このプラットフォーム内の寒河江市中間サー

バーの運用や情報については、寒河江市の責任

において管理するということになっております。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 今、市長がお答えになったわけ

でありますが、次の質問にかかわる問題も出て

おりますけれども、つまり中間サーバーに関す

る特定個人情報評価書の作成は、自治体でとい

うふうになっている一方で、ところが中間サー

バーの共同化、集約化によって、自治体の責任

範囲がそこまででなくて、中間サーバーの手前

までというふうに言われているわけであります。 

  にもかかわらず、中間サーバーについては先

ほど御答弁あったように、国や地方公共団体情

報システム機構の責任になっているわけであり

まして、特定個人情報保護評価書は中間サーバ

ーまでは自治体ということで策定されることに

なっているというふうにされておりまして、そ

の実態はどうなのか。自治体については、サー

バーまでの手前で策定をするけれども、そこか

ら先は責任がないというふうになるのかどうか、

伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 中間サーバーの特定個人情報保

護評価については、中間サーバーを各業務で利

用することになりますので、業務ごとに評価を

行うということになります。 

  寒河江市においては、全てのシステムが、先

ほど申しあげましたけれども、基礎項目評価の

中で実施をしていくということになっていると

ころでございますので、御理解をいただきたい

なと思います。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 時間があればもう少し詳しくお

聞きしたいなと思ったんですが、大分時間が迫

ってまいりましたので、この問題の最後に行き

たいというふうに思いますが、中間サーバーは

御承知のように自治体と国の情報連携のかなめ

であって、個人情報の固まりというふうに言わ

れておりますけれども、曖昧な責任分担によっ

てつくられようとしているわけであります。 

  今、問題となっている年金機構よりも、さら

に無責任な体制というふうに言わなければなら

ないというふうに指摘をさせていただきたいと

いうふうに思いますが、そこで世田谷区におけ

る住民基本台帳に関する事務の全項目評価書で、

先ほど市長からの答弁の中にも一部ありました

けれども、第三者点検がありまして、次のよう

に指摘をしております。中間サーバーの状況が

明確になって地方自治体の対応ができる環境に

なるまで、この制度実施を保留または延期、中

間サーバーの安全性について疑義が生じた場合

に、マイナンバー制の利用停止も含めて根幹に

さかのぼって議論をし直す対応をすべきだとい

うふうにしております。 

  私もこれについては同感に思うわけでありま
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すが、市長の見解がありましたらお伺いしたい

というふうに思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 御質問ありました世田谷区での

第三者点検につきましては、中間サーバーのセ

キュリティー対策を明記した仕様書がまだ出さ

れていない時点での御指摘であったというふう

に思われます。 

  ことし７月に初めて詳細な仕様書として「自

治体中間サーバー・プラットフォームＡＳＰサ

ービス仕様書第１版」というのが出されている

ところでありまして、この中で非常時の対応、

さらにはアクセス制限などについても明記され

ております。そういう意味で、セキュリティー

対策は担保されているというふうに我々は思っ

ているところであります。 

  寒河江市といたしましても、内藤議員御指摘

のように懸念されるということでありますので、

セキュリティー対策あるいはリスク管理という

ものをさらに徹底しながら、このマイナンバー

制度の導入に向けて進めてまいりたいというふ

うに考えております。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 次に、虫歯予防のフッ素塗布の

現況と課題についてお尋ねをします。 

  このことについては、大分前になりますけれ

ども、何年ぐらい前になるか私も忘れたぐらい

前ですが、乳幼児を持つ保護者から要望があっ

て、子供の虫歯予防対策として希望者にフッ素

塗布をすべきではないかというようなことをこ

の議会で取り上げて、本市において実施された

経過がございます。 

  その後、フッ素塗布には副作用があるという

ような専門家の指摘もあり、さきにこのことも

案内書に記載をして実施すべきでないかという

ふうな同僚議員の質問などもございました。そ

こで、現在どのようになっているのかお尋ねを

したいというふうに思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 今、御指摘ありましたけれども、

寒河江市におきましては子供たちの虫歯予防の

ためのフッ素塗布について、１歳６カ月児健診、

２歳６カ月児健診及び３歳児健診の中で保護者

の希望される場合に歯科医師の安全管理のもと

に実施をしているところでございます。 

  フッ素塗布に関する保護者への情報提供の方

法としては、１歳６カ月児健診の案内の際にフ

ッ素塗布Ｑ＆Ａという資料を同封して、塗布の

目的、方法、その効果及び副作用についてお知

らせをしているところでございます。 

  その中で、従来副作用については通常の塗布

では心配要りませんという内容でお知らせをし

ておりましたが、さきの去年の第４回定例会に

おいて御指摘がありまして、副作用の問題やデ

メリットの部分も書いて判断してもらうべきで

はないかというような御質問を受けたところで

ございます。 

  これを受けまして、歯科医師会の助言なども

いただきながら、高濃度で多量に摂取すれば危

険を伴いますが、フッ素塗布での使用量は微量

のため心配要りません。心配な方は歯科医師に

御相談くださいという内容にこの部分を変更さ

せていただいたところでございます。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 副作用については、さまざまな

形で指摘をされております。マッチポンプのよ

うに受けとめられると大変心外でありますけれ

ども、私はこのフッ素塗布については一定の効

果があるというふうに今でも理解はしておりま

すけれども、こうした副作用についても記載し

て両論併記のような形で実施すべきだというふ

うに私は思っているところでございます。 

  日本弁護士会連合会は、2011年の１月に「集

団フッ素洗口・塗布の中止を求める意見書」と

いうものを出されておりまして、89ページにわ

たる大量のものなんですが、その中で対象者が
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正しい選択が可能なように情報を公平に提供す

べきであるというふうにしております。行政当

局が推奨している場合には、なおのこと、行政

当局の責任であるべきというようなことで、次

のように記されております。「フッ素の使用は、

本来個人の選択に委ねられるべき問題であって、

また研究者や国民の中に反対論も存在するので

あるから、対象者に対して一方的に有効性や安

全性を強調するだけでなく、反対論についても

できるだけ知らせ、自由で正しい選択が可能と

なるようにすべきである」というふうにその中

で記しております。 

  ぜひ、このことを受けとめていただいて対処

をしていただくように、見解はいいですから、

時間がありませんので見解は求めませんが、こ

のことも十分に強く受けとめていただいて、対

処をしていただきたいというふうに思います。

まあ副作用のことも両論併記するような形でお

知らせをしていただきたいということでござい

ます。 

  次に、スポーツ少年団と部活動について教育

長にお尋ねをいたします。 

  時間がなくなって大変恐縮ですが、本市では

スポーツ少年団や部活動が盛んに活発に行われ、

先日来あったようにスポーツ少年団では全国大

会に出場するなど、目覚ましい活躍が見られる

ところであります。指導者の皆さんには心から

敬意を表する次第でありますけれども、今回こ

のような質問をいたしますのは、私も市民の皆

さんからいろんな相談を受けて、時には現場に

も伺います。今回、対象となっているようなお

子さんを持つ保護者から、ぜひ議会で取り上げ

ていただいて質問をしてほしいというようなこ

とがありましたので、前置きなしに質問をさせ

ていただきたいと思います。 

  スポーツ少年団や部活動のコーチ、監督等の

指導者としての資格要件はどのようになってい

るのかをお尋ねしたいと思います。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 指導者の資格要件ということ

でございますが、学校の部活動につきましては

学校教育の一環として教師の立場から指導を行

っているものでありまして、部活動の指導者に

は特段資格というものはございません。 

  また、スポーツ少年団には指導者の資格とし

て、単位団活動の中心的指導者としてスポーツ

少年団の指導運営に当たる「認定員」という資

格と、単位団指導者の中核として団の育成やそ

の指導に当たり、さらに市町村・都道府県スポ

ーツ少年団の組織指導者としてスポーツ少年団

の普及並びに活動の活性化を図るとともに、認

定員の資質向上と育成拡充に努める「認定育成

員」という資格がございます。 

  そして、各単位団には２人以上の有資格指導

者を置くということで、子供たちのスポーツ活

動を支えていく体制を整えることとしておりま

す。 

  なお、現在、寒河江市スポーツ少年団には認

定員が205名、認定育成員が７名、合わせまし

て212名の有資格指導者がおります。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 次に、このスポーツ少年団を指

導監督する部署というのはどこになっているの

か、伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 寒河江市の各単位団は、寒河

江市スポーツ少年団という組織に所属しており

ますので、各単位団の指導監督は寒河江市スポ

ーツ少年団が担っているということでございま

す。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 それで、こうしたスポーツ少年

団の中で活動について問題が生じたときに、保

護者や子供たちが相談する窓口というのはどこ

にあるのかお知らせいただきたいと思います。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 
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○草苅和男教育長 相談する窓口ということでご

ざいますけれども、各単位団に問題が生じた場

合には、市のスポーツ少年団に相談をいただけ

ればと思います。事務局としては、市の生涯学

習課スポーツ振興室が担当しております。 

  また、山形県体育協会内の山形県スポーツ少

年団へ相談をしていただくことも可能でござい

ます。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 時間が押してしまってきました

ので、スポ少や部活については以上にさせてい

ただきたいというふうに思います。 

  次に、一部にマスコミ等で時折報じられる、

あるいはブログ等で目にすることにある日教組

の偏った教育についてお尋ねをしたいというふ

うに思います。 

  いじめや死亡事故あるいは少年犯罪等がある

たびに戦後教育が批判をされて、時にはブログ

等では労働組合である日教組の教育によるもの

とする確信犯的なものまで掲載されることがあ

って、目に余るものがございます。現在の学校

教育現場においては、教育基本法や地方公務員

法等に基づいて、学習指導要領に従って教育実

践がなされているというふうに考えております。 

  一部マスコミ等で報じられるような日教組に

よる貧困教育というようなことについては、マ

スコミといえど一概に信じがたいわけでありま

すけれども、そうしたマスコミ等の談話等で指

摘されるような労働組合による偏った教育など

はないものと考えますけれども、その実態につ

いて伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 お答えいたしたいと思います。 

  御指摘のように、教育基本法第14条第２項に

おきまして「法律に定める学校は、特定の政党

を支持し、又はこれに反対するための政治教育

その他政治的活動をしてはならない」と規定し

ているわけでございます。さらに、地方公務員

法や教育公務員特例法などによりまして、教育

における政治的中立性については定められてい

るわけです。 

  また、小中高それぞれの学習指導要領におい

て、小中学校は社会科の公民分野で、高校は公

民科で目標や指導内容を定めまして、これに基

づいて教育指導、学習活動が展開されておりま

す。 

  我が国の教育は、このような法に基づいて行

われているものでありまして、教育の政治的中

立性についてもその確保が図られております。

そのため、御指摘のように政治的中立性を欠く

ような教育はできませんし、本市においてもそ

のような教育は行われていないと認識しており

ます。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 時間が本当に押してしまってま

いりましたが、最後にこうした批判や指摘につ

いては、これまでの政府や文科省の戦後教育を

顧みず、責任を一方的に労働組合に押しつける

ような、矮小化するようなものだというふうに

私は思いますけれども、心からの教育を論ずる

に市民に誤解と偏見を与えるものだというふう

に思います。教育長の見解があれば承りたいと

思います。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 新聞、テレビなどのマスメデ

ィアだけでなくて、インターネット等の普及に

よりまして誰もが自由にブログ等で発言できる

というそういう社会になっていることもありま

して、ある意味、現在では玉石混交のさまざま

な情報が飛び交う情報化社会に入ってきている

ということも事実であろうと思っております。 

  しかし、このような社会だからこそ正しい情

報を発信するということや、誤解のないような

配慮をするということは大切なことでありまし

て、互いの考えの違いも含めて議論し合えるよ

うな社会であること、そういうことも大切であ
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ると考えております。 

  市の教育委員会といたしましては、現在本市

で実践されている教育について教育行政として

支援するとともに、各学校においても積極的に

授業を公開したり、学校の様子を積極的に情報

発信するということで、これまで以上に一層信

頼される学校づくりを進めていきたいと考えて

おります。 

  また、これからの社会を生き抜く児童生徒に

対しては…… 

○國井輝明議長 教育長、時間ですので。（「は

い」の声あり）自席にお戻りください。（「では、

終わります」の声あり） 

 

石山 忠議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号22番について、８番石

山 忠議員。 

○石山 忠議員 一般質問の最後になりました。

もう少しの時間、おつき合いをいただきたいと

思います。 

  通告番号22番、新第５次振興計画の評価（見

込み）と、次期振興計画というふうに言ってい

ますけれども、私はこの場で仮の第６次振興計

画策定の取り組みについて質問をさせていただ

きます。 

  「歴史と文化の織りなす、気品ただよう美し

い都市 寒河江」を将来都市像に、平成27年を

目標年度とする第５次振興計画を平成18年に策

定し、社会情勢の変化、国政の変化、第３次山

形県総合発展計画の策定、市民ニーズの変化な

どに対応するため、中間年に当たる平成22年度

に計画の見直しを行い、新たな都市像を「夢集

い 人・緑輝く さくらんぼの都市 寒河江」

とした新第５次振興計画を策定し、各般にわた

る事業を進めてこられましたが、平成27年度、

今年が目標年度最終年度となります。 

  基本計画において「いきいきと健やかに暮ら

せる地域社会の創造」の第１章から第６章「市

民が主役のまちづくり」まで施策の大綱を定め、

それぞれの施策の体験に見直し年の現状と比較

する形で、平成27年の目標を定めています。 

  第１章第１節では合計特殊出生率1.50以上な

ど４項目、第２節には３項目と計画全体で第６

章22節に66項目の目標を示し、そのほか重点的

に取り組むテーマごとに計画の各章から事業を

抽出し、特に推進する施策として主な事業を７

つの重点プロジェクトとして事業に取り組んで

こられました。 

  重点プロジェクトの推進に当たっては、市民

主体のまちづくりを志向し市民とともに取り組

んでいくこととし、その進捗については１年ご

とに市民に報告するとともに、市民から市民目

線での評価をいただきますとしています。 

  そこでお伺いいたします。新第５次振興計画

の総合評価及び各章における計画の目標、重要

施策、重点プロジェクトの達成度や効果などそ

れぞれの評価についてお伺いいたします。計画

期間は本年度末までですので、評価するのは大

変だと思いますが、見込みも含めてお伺いした

いと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 石山議員から現在の新第５次振

興計画の評価について御質問がありましたので、

お答えをしたいと思います。 

  平成18年から第５次振興計画がスタートをし

て、平成23年に見直しをさせていただいて新第

５次振興計画がスタートをしたわけであります。

「夢集い 人・緑輝く さくらんぼの都市 寒

河江」ということを将来都市像として具体的な

数値目標も掲げて、さらには７つの重点プロジ

ェクトを設定して鋭意これまで取り組んできて

いるところであります。ことしは最終年度であ

ります。そういった意味で、掲げてあります計

画目標に向かって今、鋭意取り組んでいるとこ

ろであります。 
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  総合評価はどうかというようなお尋ねであり

ますけれども、先ほど来申しあげておりますと

おり、まだ最終年の途中段階ということで、検

証についても現在進行中でございます。途中で

ございますので、最終的な評価というのはその

段階ではありませんけれども、ただ重点プロジ

ェクトなどについては、御指摘ありましたが、

毎年度毎年度その進捗状況を市民の皆さんにお

知らせして、100人の皆さんから評価をしてい

ただいて、次の年、またいろんな見直しをさせ

ていただいて頑張らせていただくということで

おります。そういう意味では、現時点での状況

を見ますと、おおむね計画で掲げた所期の目的

に近づいているのではないかというふうに今思

っているところでございます。 

  とりわけ各章に掲げております事業について

は、御指摘のあったとおり66の数値目標という

ものを設定して、これは毎年度開いております

振興審議会などにおいて、進捗状況を確認して

いただきながら取り組みを進めてきているとこ

ろであります。現時点においては、達成済み、

あるいは達成見込みのものというものについて

は、66の項目のうち42項目ということになって

おります。 

  具体的に申しあげますと、子育てなどの面で

は待機児童の解消、それから休日保育の実施、

さらに観光面では観光客の増加による交流人口

の拡大などについて具体的に成果として数字に

あらわれてきているというふうに思いますし、

また今議会でも報告をさせていただいておりま

すが、市の実質公債費比率などについても財政

健全化に向けた取り組みが着実に進んでいると

いうふうに思っているところであります。 

  66のうち42項目ということでありますので、

残りの24項目についてはその目標達成の途中の

段階というふうになっているところであります。

例えで申しあげますと、子育て・高齢者の分野

では、地域での希望者が少なかったために学童

保育の設置に至らなかった地域があったことな

ど、あるいはふれあい元気サロンを運営する老

人クラブの休止が増加したことによって、サロ

ンの設置に至らなかった事業などがございます。

またそのほか、農業・工業関係、そして市立病

院関係の指標もまだまだということで、引き続

き達成に向けて取り組みを進めているところで

ございます。 

  それから、重点プロジェクトについては、先

ほども若干申しあげましたが、「さがえっこ」

すくすくプロジェクト、それから「さがえのさ

くらんぼ」きらきらプロジェクト、それから慈

恩寺「悠久の魅力」向上プロジェクト、それか

ら先ほども話題になりましたが、長岡山の「市

民憩いの花咲か山」プロジェクト、そして安全

安心「共助のさがえ」推進プロジェクト、そし

て「さがえの雇用」拡大プロジェクト、「さが

えはつらつ」プロジェクトということで、それ

ぞれのプロジェクトについて評価をいただきな

がら進めてきているところでありまして、おお

むね実現に向かって行きつつあるというふうに

思っておりますが、これについては今後予定し

ております100人評価委員会での評価をいただ

きながら、その成果を検証していく必要がある

というふうに思っているところであります。 

  新第５次振興計画については、基本的に市の

総合計画でありますから、あらゆる分野につい

ての計画を網羅した形になるわけでありますけ

れども、より市民の皆さんにわかりやすい、そ

して行政としても重点的に取り組むテーマとい

うものを市民の皆さんにお知らせしていくとい

うことも役割としてあるというふうに思いまし

たので、新第５次振興計画では７つの重点プロ

ジェクトというものを改めて設定させていただ

いて、市民の皆さんに検証をしていただくとい

うことをさせていただいたところでございます。 

  そういう意味で、我々としては重点プロジェ

クトの設定というものについては、ある程度そ
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の効果というものもあったのではないかという

ふうに認識しているところでございます。 

○國井輝明議長 石山議員。 

○石山 忠議員 ありがとうございました。 

  66項目中の42項目という達成度というのは、

誰が点数をつけるかわかりませんけれども、相

当のレベルに達しているのかなというふうに思

いますが、残りの24項目も途中であるという状

態を考えます場合に、今後の取り組みについて

は相当これらの点についても生かしていくため

の御努力をしていただかなきゃならないという

ことだろうと思います。 

  そんなことを、後でも重複するかもしれませ

んけれども、そういう感想を述べながら次の質

問に移らせていただきます。 

  現在、進められております振興計画策定の方

策について計画の構成、策定のスケジュール、

重点プロジェクト、先ほどちょっと市長も触れ

られましたけれども、及び計画策定の組織など、

さらに将来都市像についてどのように考えられ

ておられるのかをお伺いしたいと思います。 

  人口減少、超高齢化、少子化と地方は大変な

危機にさらされています。このような情勢にお

いて、振興計画の策定には従来にも増して大胆

な発想が求められていると思いますが、計画の

構成、重点プロジェクトや到達目標の設定、計

画策定の組織と市民参加、地方創生が国を挙げ

て叫ばれている状況下での将来都市像の設定、

さらに計画策定途中及び策定後の市民周知をど

のように考えておられるのかお伺いをしたいと

思います。 

  市長は、今定例会初日の行政報告の市長の概

況についての中で、次期振興計画等の策定に向

けた取り組みについて、計画策定等に際し多く

の皆様に参画いただくため、市内８地区での地

域ワークショップを初め、さがえウーマンズカ

フェ、成人式でのアンケート調査、庁内若手職

員によるワークショップなどを実施しており、

今後皆様からの御意見などを踏まえて策定作業

を行い、審議会を経て計画をつくり上げると述

べられております。これらの具体的内容につい

てもお伺いしたいと思いますので、よろしくお

願いいたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 新しい次期の振興計画について、

どの程度、今検討しているのかというような御

質問かというふうに思いますが、新しい振興計

画について、まず構成というんですかね、つく

りを申しあげますと、今の計画というのは基本

構想、基本計画というものを設定しているんで

ありますけれども、これは新しい計画では基本

構想と基本計画を一体化して、計画期間は10年

間ということで、それを中長期ビジョンという

形でまとめていこうとしております。 

  また、そのうち５年間を行動計画とする、計

画期間とするものをつくっていって、そういう

意味で２層の構成にしていきたいというふうに

思います。 

  中長期ビジョンは、おおむね10年先の寒河江

市を見据えた政策の方向性を定めていくという

ふうにしていきたいというふうに考えておりま

すし、また行動計画については、中長期ビジョ

ンで掲げた政策展開の方向性などを実現してい

くために、５年間どのように行動していくかと

いうことを具体的な取り組み内容を記載した工

程表を設定していくというふうに今考えている

ところでございます。 

  なぜこういうふうにしたのかということにな

るわけでありますけれども、２層の構造にする

ことによって、基本構想と基本計画を一体的に

するということについては、政策の課題と取り

組む方向などについて一体的にあらわすという

ことで、市民の皆さんにはよりわかりやすい計

画になっていくのではないかということで、一

体化させていただきました。 

  また、行動計画については毎年度進捗管理を
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行い、取り組み状況あるいはその時々の状況の

変化などを踏まえて見直しをしていくというふ

うに考えております。いわゆるローリングして

いくということで、行動計画は考えているとこ

ろでございます。 

  計画の策定のスケジュールについて申しあげ

ますと、27年度の策定ということで振興審議会

等を開催しておりますが、あわせて３つの部会

を分野ごとに設けさせていただいて、御審議を

いただいているというふうにしております。 

  それと並行して、先ほど御指摘にありました

けれども、市民の皆さんから参加していただく

ということで、市内８地区でのワークショップ

を開催しているところでございます。さらに、

昨年12月には市民アンケート、それから先ほど

御指摘ありましたけれども、ことしの５月には

ウーマンズカフェ、さらに先般の成人式では二

十の方からアンケート調査などもさせていただ

きました。また、消防団の皆さんからはワーク

ショップなども開催していただいているところ

でございます。そういった多くの皆さんからの

意見を頂戴して、今それを取りまとめている段

階でございます。 

  今後、12月ぐらいをめどに素案をまとめてい

くというスケジュールになっておりまして、ま

とまった段階で議会のほうにも御説明をさせて

いただいて、御意見を頂戴し、またパブリック

コメントなども実施したいというふうに考えて

いるところでございます。 

  それから、重点プロジェクトについてどうし

ていくのかという御質問などもございましたが、

新第５次振興計画では重点プロジェクトの設定

をさせていただきましたが、新しい計画ではど

うしていくのかということについていろいろ検

討もいたしましたが、ただ今回の計画では新し

い要素として、御案内のとおり地方創生の戦略

というものを、これは10月までにまとめるとい

うふうになっているところでありまして、そう

いう意味で人口減少対策というものは当然のこ

とながら新しい振興計画の柱の大きい一つにな

っていくというふうにも思っているところであ

りますので、総合戦略がまとまった段階でそれ

を振興計画の中に取り入れていく、そして大き

いプロジェクトの一つとして位置づけていくと

いうことは、当然のことながら必要があるので

はないかというふうに思います。 

  また、それ以外のプロジェクト設定をするの

か、どういうものを設けていくのかということ

については、今現在鋭意検討しているところで

ありますけれども、そういう意味でどうしても

人口減少対策、喫緊の課題でありますので、そ

ういう意味での重点プロジェクトの設定につい

ても、新しい計画の中でも設定をさせていただ

きたいというふうに考えているところでござい

ます。 

  次に、計画策定の組織については、御案内か

と思いますけれども、振興審議会の20名の今回

構成であります。山大人文学部の是川教授を会

長にして御審議をいただいて、各種団体から推

薦をいただいた方々あるいは有識者、公募員な

どで構成をしているところでございます。 

  それから、将来都市像についても御質問があ

ったかというふうに思いますが、新第５次では

「夢集い 人・緑輝く さくらんぼの都市」と

いうことであります。５年たってやっとなじん

できたかなとこういうふうに思って、新しい計

画でまた新しい将来都市像をつくっていくとい

うことになると、なかなかなじむまでに時間が

かかるのかなというふうなところもありますが、

その点については振興審議会の委員の皆さんの

見識で御協議をいただくというふうになってい

るところでありますので、御理解をいただけれ

ばというふうに思っているところであります。 

○國井輝明議長 石山議員。 

○石山 忠議員 どうもありがとうございます。 

  ３部構成を設ける、あるいは振興審議会につ
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いても20名の各界、各層、各団体の代表者とい

いますか、推薦者をもって充てるということを

お伺いしました。 

  そこで、ひとつ御意見といいますか、私の考

え方を申しあげますと、市民の参加と同時に寒

河江市を外から見ている人たちの意見を求める

というのも非常に大事なことじゃないのかなと

いう思いがあります。そんなことで、佐藤市長

が積極的に取り組んでこられて、現在非常に大

きな役割を果たしております仙台寒河江会など

の組織の活用、そういったことなんかもこの振

興計画をつくるに当たって取り入れることがで

きないのか。 

  これは、組織の問題を申しあげる際に計画策

定及び審議会のメンバーが、例えば、後から触

れますけれども、振興計画を上位計画にしてい

る各種計画が30近くあるはずです。都市計画マ

スタープランを受けての、あるいは公園整備計

画もそうですし、そういったメンバーが往々に

して同じような顔ぶれになるというふうになっ

てきますと、基本的には何も変わらないような

状態になるのではないかなというような思いが

ありますので、そのことを申しあげながら３番

目の質問に入らせていただきますが、先ほど市

長から大変効率のよい目標の達成度、評価を出

していただきました。それを受けて、第６次振

興計画への反映をどのように考えておられるの

かというのは、今の振興審議会やいろんな場面

でもそういうことが生かされるというふうに思

いますけれども、重点政策の達成度評価を受け

て振興計画への反映には従来の方策にとらわれ

ない、時代の変化を捉えた、将来を大胆に予想

した仕分けのほうももっと大事になってくるの

かなと、そういうことが今回の基本構想と基本

計画を一体化した計画の変化にあらわれている

のかなというふうな思いはありますけれども、

さらに振興計画を上位計画とする多くの計画に

ついて、それぞれの計画における中間見直しな

どによって計画期間など大部分の計画について

は調整が図られているようですけれども、振興

計画との内容について整合性を図るための見直

しなどはどのように考えているのか御所見をお

伺いしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 まず、第１点でありますけれど

も、もう少し寒河江市を外部から見ている人な

どについても振興のための御意見を頂戴する場

を設けてはどうか、あるいは振興計画などにつ

いて意見をもらってはどうかというような御提

案でありますけれども、大変我々としても、中

にいる、あるいは振興審議会の委員の皆さんだ

けでなくて少し外から見ている、あるいは遠く

から見ている人などからも寒河江についての意

見を頂戴するということは、大変必要だという

ふうに思いますし、我々としても井の中のカワ

ズにならないようにいろんな御意見を頂戴して

いくということは必要だというふうに思います

から、まだこれからいろんなパブリックコメン

ト、素案がこれからまとまるわけでありますの

で、そういった段階でいろいろ御意見を頂戴で

きる場を設けていければというふうに思ってい

るところであります。 

  それから、もう少し単なる新第５次振興計画

の延長線上にあるような新しい次期振興計画で

はなくて、見直すところは大きく見直しをして、

大胆に計画を設定してはどうかというような御

指摘でありますけれども、ごもっともな御意見

だというふうに思いますし、それぞれの目標が

たとえ達成されない項目などについて、その項

目について必ずしも引き継いで新しい計画で設

定する必要があるのかどうかなどについては、

時代のニーズあるいはこれからの社会の状況な

どを十分想定しながら、検証をしながら、新た

な目標の設定などについてやはり大胆に考えて

いくということが必要だろうというふうに思っ

ているところでありますので、ぜひそういった
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意味で議員各位にも大所高所からの御意見を頂

戴できればなというふうに思っているところで

あります。 

  それから、振興計画、最上位計画になるわけ

でありますけれども、今年度、特に見直しある

いは策定をしている計画というのは、振興計画

以外に９つございます。先ほども若干申しあげ

ましたけれども、地方の創生戦略も一つであり

ますが、さらに将来を担う子供たちの教育指針

となる教育振興計画の策定もそうでございます

し、市の都市計画基本方針を示す都市計画マス

タープランも見直しを並行して進めているとこ

ろでございます。そのほか、地域福祉計画など

についてはとりわけ振興審議会の中でもいろい

ろ検討をさせていただいて、振興審議会の中に

組み入れるというようなことで今進めていると

ころでございます。 

  そういう意味で、整合性は当然とりながら、

やはり市民の皆さんに振興計画はこうだけれど

も、それぞれの計画ではばらばらになっている

などというようなことにならないように、一貫

性のある、市の方針というものが、市民の目指

すべき方向というのがわかりやすく示せるよう

な形でそれぞれの計画が策定できればというふ

うに思っているところでありまして、そういう

意味では、市役所のそれぞれの担当の部署も連

携を持ちながら、横断的にそれぞれの情報を共

有しながら今進めているというところでありま

すので、御理解をいただければというふうに思

います。 

○國井輝明議長 石山議員。 

○石山 忠議員 寒河江市を愛する寒河江市出身

の方や、県外に住む方がたくさんおられます。

いろいろと寒河江市を、自分のふるさとを非常

に気にかけて発展を願っている人というのは本

当にたくさんいると思いますので、ぜひその方

たちの意見、希望、そういったものを取り入れ

られるような手だてをぜひ図ってほしいなとい

うことを思っています。 

  新振興計画策定には、消滅可能性都市論にあ

らわれているように深刻な人口減少を初め、多

くの課題があるというのは、先ほど市長がおっ

しゃられたとおりです。将来の見通しが困難で

あるとは思いますけれども、他に誇れる振興計

画が策定されることを期待しています。 

  また、振興計画は計画策定が目的ではなく、

それぞれの計画を具現化するために取り組む基

盤であり、スタートだと思います。 

  さらに、振興計画を上位計画とする各種計画

は、事業を進める大切な推進計画ですので、と

かく言われがちな、市長もさきに触れられまし

た縦割り、横割りといったセクションにとらわ

れない行政運営を期待いたしまして、私の質問

を終わりたいと思います。ありがとうございま

した。 

 

   散    会    午後２時４９分 

 

○國井輝明議長 以上をもちまして、本日の日程

は終了しました。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  御苦労さまでした。 


